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「
あ
な
な
ん
」誕
生
！

本
当
は
怖
い
！

子
ど
も
の
メ
デ
ィ
ア
依
存
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メ
デ
ィ
ア
接
触
時
間
の
長
さ

世
界
一の
国
、
日
本

　

１
９
５
３
年
、
わ
が
国
で
初
め
て
テ
レ

ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
11
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
、
テ
レ

ビ
は
一
般
家
庭
に
急
速
に
普
及
し
て
い
き

ま
す
。
１
９
７
８
年
に
は
、
初
め
て
の
電

子
ゲ
ー
ム
「
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
」
が

発
売
さ
れ
、
そ
の
後
も
ビ
デ
オ
、
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
な
ど
、
新
し
い
電
子
映
像

メ
デ
ィ
ア
が
次
々
と
登
場
し
ま
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
が
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
身
近
な

も
の
に
な
る
一
方
で
、
幼
児
期
か
ら
の
メ

デ
ィ
ア
接
触
、
そ
し
て
１
日
10
時
間
を
超

え
る
長
時
間
接
触
が
子
ど
も
た
ち
の
間
で

進
行
し
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
編
集
・
発
行
す
る
月
刊

誌「
初
等
教
育
資
料（
２
０
０
５
年
４
月
）」

の
冒
頭
論
文
で
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は

テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
を
見
る
時
間
が
「
世
界

一
長
い
」
と
い
う
国
際
調
査
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
に
厚
生
労
働

省
研
究
班
が
「
日
本
全
国
に
メ
デ
ィ
ア
依

存
の
傾
向
に
あ
る
成
人
が
ど
の
く
ら
い
い

る
の
か
」
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
お

よ
そ
２
７
１
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
、
社

会
問
題
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
」

の
中
高
生
は
全
国
で
推
計
51
万
８
千
人
に

上
る
こ
と
も
最
近
の
調
査
で
分
か
っ
て
お

り
、
同
研
究
班
は
「
ネ
ッ
ト
依
存
が
健
康

に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
ま
す
。

子どもたちを魅了してやまない「ゲーム」。
時を忘れゲームに没頭するその姿に、どこか違和感を覚えませんか？

わが国でテレビ放送が始まって今年で60年―。
メディア社会の急速な進展は、私たちの暮らしに豊かさと便利さをもたらしました。
その一方で、テレビ、ビデオ、ゲーム、携帯に長時間接触する「メディア漬け」と呼ばれる
子どもたちが急増し、心身への影響が懸念されています。
人類がいまだかつて経験したことのない、メディア依存がもたらす結末。
日々進化し続けるメディア社会に生きる子どもたちの、今と未来を考えます。

本当は怖い！
子どものメディア依存
あなたのお子さんは大丈夫？

－特集－
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子
育
て
環
境
の
変
化
と

メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り

　

戦
後
、
日
本
の
子
ど
も
の
成
長
環
境
は
、

「
農
耕
型
社
会
」
の
名
残
か
ら
「
工
業
型

社
会
」、
そ
し
て
「
情
報
・
消
費
型
社
会
」

へ
と
変
遷
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。
情

報
・
消
費
型
社
会
に
お
い
て
は
、
か
つ
て

の
農
村
共
同
体
型
の
よ
う
な
集
団
中
心
の

社
会
か
ら
、
個
人
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
心

の
情
報
都
市
型
の
社
会
へ
と
変
容
し
、
子

ど
も
の
遊
び
も
外
遊
び
や
群
れ
遊
び
か
ら
、

室
内
で
の
非
活
動
的
な
遊
び
へ
と
変
化
し

て
い
ま
す
。
情
報
化
や
消
費
生
活
化
が
深

く
浸
透
し
た
現
在
で
は
、
子
ど
も
の
遊
び

に
も
メ
デ
ィ
ア
が
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
子
化
、
核
家
族
化
、
都
市
化

な
ど
の
進
展
に
よ
り
、
子
育
て
を
め
ぐ
る

環
境
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
阿
南
市

で
は
、
総
世
帯
に
占
め
る
「
18
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
」
の
割
合
は
26
・

６
％
で
、
そ
の
う
ち
68
・
９
％
が
核
家
族

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
22
年
国

勢
調
査
よ
り
）
核
家
族
化
の
進
行
は
、
母

親
な
ど
が
過
重
な
育
児
の
負
担
を
担
っ
て

い
る
状
況
に
あ
っ
て
、「
子
守
り
機
能
」

を
メ
デ
ィ
ア
に
求
め
る
と
い
う
事
態
が
生

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
将
来
に

寄
せ
る
保
護
者
の
大
き
な
期
待
か
ら
、
乳

幼
児
期
か
ら
の
早
期
学
習
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極

的
に
活
用
す
る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
接
触
の

低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の

メ
デ
ィ
ア
接
触
の
現
状

　

左
上
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
23
・
24
年
度

に
阿
南
市
養
護
部
会
が
市
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
も
の
で
す
。
小
学
生
が
平
日
に
テ
レ

ビ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
時
間
に
つ

い
て
は
、
学
年
や
性
別
で
大
差
は
な
い
も

の
の
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
「
２

時
間
以
上
」
が
や
や
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ゲ
ー
ム
で
は
、「
ゲ
ー
ム
を
し
な
い
」

が
男
子
で
17
％
、
女
子
39
％
と
差
が
あ
り
、

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
「
１
時
間
以

上
」
の
占
め
る
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
の
睡
眠
に
つ

い
て
は
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
就
寝

時
刻
が
遅
く
な
り
、
睡
眠
時
間
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
睡
眠
不
足
と
感
じ
る
理

由
に
、
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

が
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
接
触
が

生
活
習
慣
の
乱
れ
や
健
康
に
悪
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

の
め
り
込
む
の
に
は

理
由
が
あ
る

　

子
ど
も
の
メ
デ
ィ
ア
接
触
の
長
時
間
化

を
招
く
要
因
の
一
つ
に
ゲ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。
最
近
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
い
ろ
い

ろ
な
ゲ
ー
ム
が
存
在
し
ま
す
。
ゲ
ー
ム
に

夢
中
に
な
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
。
ま
た
、

ゲ
ー
ム
に
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
魅
了
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
は
、
好
奇
心
旺
盛
な
子
ど
も
た

ち
に
３
つ
の
快
楽
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。「
現
実
逃
避
」「
ヒ
ー
ロ
ー
幻

想
」「
達
成
感
」
が
そ
れ
で
す
。
音
と
光

と
色
が
織
り
な
す
夢
の
世
界
に
身
を
委
ね
、

ヒ
ー
ロ
ー
と
化
し
た
自
分
が
正
義
の
味
方

と
し
て
縦
横
無
尽
に
活
躍
す
る
。
得
点
や

商
品
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
形
で
評
価
さ

れ
る
こ
と
が
励
み
と
な
り
、
現
実
世
界
で

は
果
た
し
得
ぬ
思
い
を
達
成
す
る
の
で
す
。

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
映
像
や
音
響
効

果
に
加
え
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
り
、
無

制
限
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
な
ど
が

可
能
で
、
目
標
を
失
う
こ
と
な
く
プ
レ
イ

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
に
失
敗

す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
浮
き
沈
み
が
「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
現
象
」
を
生
み
、
の
め
り
込
み
は

エ
ス
カ
レ
ー
ト
。
次
第
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
効
か
な
く
な
っ
て
、
依
存
状
態
に
陥
る

の
で
す
。
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依
存
の
度
合
い
を
見
分
け
る

３
つ
の
サ
イ
ン

　
「
依
存
」
と
い
う
の
は
、
習
慣
が
行
き
過

ぎ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
難
し
く
な
っ

た
状
態
を
指
し
ま
す
。
か
つ
て
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
や
薬
物
依
存
症
し
か
指
摘
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
年
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
や
メ
デ
ィ
ア
依
存
症
な
ど
多
方
面

に
お
い
て
依
存
症
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
大

き
な
社
会
問
題
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
メ
デ
ィ
ア
依
存
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
見
分
け
る

サ
イ
ン
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ゲ
ー
ム
を
例
に
、

お
お
む
ね
次
の
３
つ
の
兆
候
で
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
い
つ
も
ゲ
ー
ム
の
こ
と

を
考
え
て
い
る
」「
決
め
ら
れ
た
時
間
に
や

め
ら
れ
な
い
」「
ゲ
ー
ム
が
で
き
な
い
と
イ

ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
か
な
い
」。
健
康
的
な

生
活
を
送
っ
て
い
る
と
き
は
、
授
業
時
間
は

「
勉
強
」
に
集
中
し
、遊
ん
で
い
る
時
は
「
遊

び
」
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

ゲ
ー
ム
依
存
に
な
る
と
一
日
中
ゲ
ー
ム
の
こ

と
が
頭
か
ら
離
れ
な
く
な
り
ま
す
。
依
存
性

が
形
成
さ
れ
る
と
、
自
分
の
意
思
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
状
態
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
喪
失
状
態
」
に
陥
り
ま
す
。
ゲ
ー

ム
が
で
き
な
い
イ
ラ
イ
ラ
感
を
抑
え
る
た
め

に
、
さ
ら
に
ゲ
ー
ム
に
没
頭
す
る
と
い
う
悪

循
環
を
繰
り
返
す
の
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
接
触
が
子
ど
も
の

体
に
与
え
る
影
響
を
考
察

　

メ
デ
ィ
ア
接
触
の
低
年
齢
化
、
長
時
間
化

は
、
発
達
段
階
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
心
身

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

幼
い
頃
か
ら
ゲ
ー
ム
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
、
脳
が
ゲ
ー
ム
に
特
化
し
、「
前
頭
前
野
」

が
機
能
低
下
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

日
本
大
学
・
文
理
学
部
の
森　

昭
雄
教
授
の

研
究
に
よ
る
と
、
低
年
齢
時
か
ら
長
時
間
メ

デ
ィ
ア
接
触
し
た
場
合
、
普
段
か
ら
β
波
が

ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
「
ゲ
ー
ム
脳
」
と
い

う
状
態
に
な
り
、
そ
の
脳
波
は
重
い
認
知
症

と
同
じ
よ
う
な
状
態
だ
と
い
い
ま
す
。
前
頭

前
野
は
、
感
情
や
欲
望
を
制
御
し
た
り
、
相

手
を
思
い
や
っ
た
り
、
未
来
を
予
測
し
た
り

す
る
人
間
ら
し
い
心
の
働
き
や
高
度
な
思
考

活
動
を
つ
か
さ
ど
る
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
お

り
、
脳
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
が
出
来
上
が
っ

て
い
く
子
ど
も
期
に
お
い
て
、
機
能
低
下
状

態
が
長
時
間
続
く
こ
と
へ
の
影
響
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
「
平
成
24

年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
（
図
１
）」
で

は
、
裸
眼
視
力
１
・
０
未
満
が
小
学
生
で
３

割
、
中
学
生
で
５
割
、
高
校
生
で
は
６
割
を

超
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
た
平

成
14
年
度
以
降
は
急
激
に
視
力
低
下
が
進
ん

で
お
り
、
今
な
お
改
善
の
気
配
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
徳
島
県
が
県
内
の
小
学
５
年

生
を
対
象
に
実
施
し
た
「
子
ど
も
の
運
動
能

力
調
査
（
表
１
）」
に
よ
る
と
、「
50
メ
ー
ト

ル
走
」
も
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」
も
、
昭

和
61
年
の
子
ど
も
に
比
べ
、
平
成
24
年
の
子

ど
も
の
方
が
男
女
と
も
に
記
録
が
下
が
っ
て

い
ま
す
。
体
位
が
昔
の
子
ど
も
よ
り
向
上
し

て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
運
動
能
力

の
低
下
は
由
々
し
き
問
題
と
い
え
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
民
間
団
体
の
調
査
で
、
生
後
、

早
い
時
期
か
ら
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
見
始

め
た
子
ど
も
ほ
ど
、
そ
の
後
も
長
時
間
メ

デ
ィ
ア
接
触
を
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
メ
デ
ィ
ア
接
触
に
つ
い
て
は
、

有
用
性
・
可
能
性
と
悪
影
響
へ
の
懸
念
と

い
う
両
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
心

身
へ
の
影
響
に
関
す
る
実
証
的
解
明
は
研

究
途
上
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
悪
影
響
へ
の
懸
念
は
払
拭
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
の
結

果
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
接
触

の
低
年
齢
化
、
長
時
間
化
は
見
過
ご
す
こ

と
の
で
き
な
い
問
題
と
い
え
ま
す
。

マルで囲んだ部分が脳の前頭前野とよばれる部位です。左
の画像では、前頭前野が活発に活動しているのに対して、
右の画像では活動が低下しています。これがいわゆるゲー
ム依存症で「ゲーム脳」の状態と考えられています。
（画像提供：日本大学文理学部　森　昭雄教授）

左側が顔
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裸眼視力1.0未満の者の推移

運動能力調査の比較表１

図１

昭和61年 平成24年

50m走 男子 9.17 秒 9.40 秒
女子 9.63 秒 9.72 秒

ソフトボール投げ 男子 28.65m 24.52m
女子 16.48m 14.74m

〈ゲームの場合〉
１．ゲームに夢中になっている
と感じる

２．満足を得るために、ゲーム
をする時間を長くしていか
なければならないと感じる

３．ゲームをする時間を減らし
たり、やめようとしたりし
たが、うまくいかなかった
ことが度々あった

４．ゲームをするのをやめよう
とした時、落ち込みやイラ
イラなどを感じる

５．意図したよりも、長時間オ
ンラインの状態でいる

６．ゲームのため、大切な人間
関係、家庭などのことを危
うくしたことがあった

７．熱中しすぎていることを隠
すため、家族や職場の人な
どにうそをついたことがあ
る

８．嫌な気持ちや不安、落ち込
みから逃げるためにゲーム
をする

メディア依存度
チェック
（５つ以上該当で依存状態）
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濵名優佳 さん（34歳・羽ノ浦町・お子様２人）　

　「おかえり」と言って、すぐさま夫のカバンから
ｉ

アイパッド

Ｐａｄをとり出してゲームをしたがる子どもを見て
いて、このままどっぷり漬かってしまわないか心配し
ています。夫にも少し危機感を持ってもらいたいと、
家庭内のルールづくりを提案しています。
　テレビを見ている子どもは実に楽しそうです。その
間は家事もはかどりますし、何もさせないより、教育
番組や子ども番組を見させる方がかえって脳の刺激に
はいいのでは、と思ってみたりもします。でも、健康
への影響を考えると…。その度合いが難しく、迷い迷
いというのが正直なところです。
　講話では、「ノーテレビデー」の取組が紹介されま
した。阿南市でもぜひ取り入れてほしいです。私自身
がそれほど外遊びに長けている方ではないので、経験
豊富な地域の方と一緒に遊べる機会があれば助かりま
す。テレビやゲームの無かった時代は、どのように子
育てをしていたのでしょうか。「温故知新教室」では
ありませんが、昔ながらの子育て術を学べる機会があ
れば、ぜひ参考にしたいですね。

市原久美子 さん（39歳・領家町・お子様４人）　

　中学３年になる息子に「スマホを買ってほしい」と
せがまれています。「必要ないでしょう」と言うと、「お
母さんの考えは古い」などと反論します。「周りが持っ
ている、話題についていけん」と言われても、すんな
り認めるわけにはいきませんよね。（笑）
　メディア依存の話を聞いて、「怖い」というのが第
一印象です。メディアへの接触は、兄弟でいう下の子
になるにつれてその影響を受けやすくなります。「テ
レビやゲームのやり過ぎは目や脳によくない」と言い
聞かせたところで、結局、それを買い与えているのは
親。どこかで矛盾を感じています。（笑）
　わが家では「中学生になるまではゲームは夕食まで」

「遊びに出掛ける時はゲームを持ち出さない」と決め
ています。それでも子どもはどこかでゲームをしてい
ます。ですから、保護者同士が目配りして、ゲームの
やり過ぎを注意するようにしています。
　時代は変わっても、人が成長する過程は変わりませ
ん。子どもたち自身が自覚をもてるよう、もっと踏み
込んだ教育・啓発活動が必要だと思います。

浜中真紀 さん（30歳・羽ノ浦町・お子様５人）　

　テレビやビデオを長時間見せるのは良くないと聞い
ていたのですが、どの程度影響があるのかを知りたく
て受講しました。脳の働きのみならず人格にも影響を
及ぼすことを知り、正直驚いています。さっそく家族
会議をして、家庭内のルールづくりについて話し合っ
ています。
　最近は、子どもたちの外遊びが少なくなり、人間関
係の希薄さも感じます。仕事と家事、育児の両立を心
がけていますが、下の子ほど触れ合う時間が短くなり、
ついつい、子守りをテレビやタブレット端末に頼って
しまいがちです。今の生活リズムを劇的に変えること
は難しいのですが、子どもの健康のことを考えると、
改善は必要だと感じています。
　近い将来、教科書も電子教材に変わると聞いていま
す。情報化社会にあって、子どもたちが電子機器に慣
れ親しむことは当たり前の時代かもしれませんが、過
度の使用は禁物。保育所や学校においても、健康への
影響を配慮した電子映像メディアの使用を心掛けてほ
しいと思っています。

瀧　文子 さん（30歳・津乃峰町・お子様１人）　

　子どもが生まれるのを機に、テレビのない生活を始
めました。母子手帳と一緒にいただいた「母子手帳 
副読本」で、テレビ・ビデオを長時間見せないという
記事を読んだのがきっかけです。友人からは「神経質
になり過ぎ」とよく言われますが、これが私のスタン
ダード。（笑）夫も「家事や育児が苦でなければいいよ」
と理解を示してくれています。
　「テレビが子守り」という人がいます。メディア接
触が心身に与える影響を軽視している人や知らない人
が多いのではないでしょうか。生きる力を育む大事な
時期だからこそ、しっかりと子どもと向き合うべきな
のに…。
　就学する６歳まではいろいろなことを教えてあげた
いです。起きている時間は全力で遊んであげようと
思っています。そして、優しくて思いやりがある子、
社会に出てしっかりと生きていける人間に成長してほ
しいです。「ゲームやスマホを買って」とおねだりさ
れたら？その時は「どこか遊びに行こうか！」って、
ごまかそうと思っています。（笑）

子育て中の
お母さんに
インタビュー
保護者の方は、子どもとメディアの問題をどのように
受け止めているのでしょうか。９月 12 日、ひまわり
会館で行われた「『こころの健康教室（講話）』ホント
は怖い携帯ゲーム…メディアとこどもの発達」を受講
された４人のお母さんに話を伺いました。

①

③ ④

②

インタビュー ❹

インタビュー ❷

インタビュー ❸

インタビュー ❶
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て
、
人
と
力
を
合
わ
せ
て
困
難
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
み
ま
す
。
そ

し
て
、
集
団
の
中
で
協
働
や
協
調
が
図
ら

れ
る
活
動
を
通
し
て
、
自
己
肯
定
感
と
自

信
の
醸
成
と
と
も
に
、
社
会
性
や
責
任
感

が
養
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。
ゲ
ー
ム
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
精
巧
な
機
械
の
中
に

展
開
さ
れ
た
仮
想
現
実
で
あ
り
、
い
く
ら

現
実
世
界
を
忠
実
に
模
倣
し
た
と
し
て
も
、

そ
こ
は
無
機
質
な
世
界
で
あ
り
、
自
然
や

人
と
の
触
れ
合
い
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ

の
こ
と
に
早
い
段
階
で
気
づ
き
、
健
全
な

人
生
を
歩
ん
で
い
く
た
め
に
も
、
わ
れ
わ

れ
大
人
が
子
ど
も
た
ち
の
リ
ア
ル
な
現
実

の
体
験
や
人
間
関
係
形
成
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少

年
教
育
振
興
機
構
が
「
子
ど
も
の
体
験
活

動
の
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
」
で
、
子

ど
も
の
頃
の
体
験
が
そ
の
後
の
人
生
に
ど

の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

子
ど
も
の
頃
の
体
験
が
豊
か
な
大
人
ほ
ど

「
や
る
気
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
る
人

が
多
い
」「
思
い
や
り
、
や
る
気
、
人
間

関
係
能
力
等
の
資
質
・
能
力
が
高
い
」
と

い
っ
た
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
多
感
な

幼
少
期
か
ら
自
然
な
遊
び
を
通
じ
て
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
強
い
閉
塞
感
が
充
満
し
て

い
る
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
が
成
長
し
て

い
く
た
め
の
大
切
な「
力
」に
な
る
の
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
人
や
、
過
保
護
や

過
干
渉
か
ら
生
じ
る
過
度
な
母
子
密
着
が

不
安
耐
性
の
成
長
を
妨
げ
る
な
ど
、
社
会

的
未
成
熟
な
若
者
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
若
者
が
進
学
や
就
職

な
ど
新
し
い
環
境
に
適
応
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、

挫
折
感
や
苦
し
み
を
癒
そ
う
と
ゲ
ー
ム
や

ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
現
実
の
世
界
に
閉
じ
こ

も
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
に
真
の
安

ら
ぎ
を
感
じ
、
リ
ア
ル
な
人
間
関
係
で
は

な
く
バ
ー
チ
ャ
ル
を
介
し
た
人
間
関
係
に

の
め
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
そ
こ
か
ら

現
実
世
界
に
戻
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も

問
題
を
複
雑
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
多

く
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
必
要
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
大
切
な
こ
と

は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
ゲ
ー
ム

や
携
帯
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
っ
て
仮
想
世
界

で
出
会
い
の
相
手
を
見
つ
け
る
能
力
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。現
実
世
界
で
、感
情
を
持
っ

た
人
間
と
互
い
を
思
い
や
り
な
が
ら
、
一

緒
に
生
活
を
築
い
た
り
仕
事
を
し
た
り
で

き
る
能
力
で
す
。
そ
れ
は
、
親
に
愛
さ
れ

る
こ
と
や
、
友
だ
ち
と
遊
び
を
つ
く
り
上

げ
て
い
く
経
験
か
ら
で
し
か
学
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
す
。
生
身
の
人
間
と
密
接

に
か
か
わ
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た

経
験
こ
そ
が
自
分
を
尊
重
す
る
感
情
を
育

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
と
そ
の
終し
ゅ
う

焉え
ん

、

そ
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
時
代
の
到
来
と
い
う
急
激
な
社
会

文
化
の
変
化
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
精

神
病
理
現
象
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
、
い
ま
社
会
問
題
化
し
て
い
る
若

者
（
特
に
男
性
）
の
「
ひ
き
こ
も
り
」
で

す
。
30
年
間
に
わ
た
り
、
ひ
き
こ
も
る
若

者
と
向
き
合
っ
て
き
た
な
か
で
、「
な
ぜ
、

日
本
人
の
若
者
が
ひ
き
こ
も
り
を
始
め
た

の
か
」
を
考
え
た
と
き
、「
ど
こ
か
で
成

長
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
着
想
に
至
り
ま
し
た
。
競

争
社
会
や
高
学
歴
社
会
は
や
が
て
受
験
文

化
を
生
み
、「
高
学
歴
が
人
生
の
成
功
と

幸
せ
を
約
束
す
る
」
と
い
う
、
硬
直
化
し

た
価
値
観
の
下
で
、
子
ど
も
た
ち
は
常
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

自
由
に
遊
ぶ
機
会
を
奪
わ
れ
、
人
間
関
係

や
社
会
的
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
な
い
ま
ま

プロフィール

宮西 照夫 さん

1948年生まれ。和歌山県日高郡在住。
和歌山大学名誉教授、医療法人宮本会 紀の川病院
副院長 兼 ひきこもり研究センター長。医学博士。
1982年から社会的ひきこもり等を研究。2002年
から和歌山大学ひきこもり回復支援プロジェクトを
開始。ひきこもり専門外来やショートケアを実施中。

見過ごすな！ゴ ールデンエイジ

   “生きる力”を養う
体力×コミュニケーション能力

自殺予防対策研修会（県主催）で講演された宮西教授に、子ども期からコミュ
ニケーション能力を身につけておくことの大切さについて話を伺いました。

現
実
世
界
に
お
け
る
体
験
こ
そ
が
生
き
る
力
に
な
る

広報あなん 2013.11　6



神
経
回
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
失
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
一
生
の
財
産
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
身
長
が
急
速
に
伸
び
始
め
る
小
学

校
高
学
年
か
ら
中
学
校
前
半
に
か
け
て
は
、

全
身
持
久
力
を
高
め
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

持
久
的
運
動
能
力
の
高
い
人
は
ガ
ン
に
か

か
り
に
く
い
と
い
う
研
究
報
告
も
あ
り
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
効

果
的
で
す
。
続
い
て
、
骨
の
長
育
期
を
終

え
た
中
学
校
後
半
か
ら
高
校
生
に
か
け
て

は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
身
体
を
保
護
・
支

持
し
て
く
れ
る
骨
の
幅
育
と
筋
肉
が
充
実

す
る
時
期
を
迎
え
ま
す
。
特
に
、
骨
の
幅

育
量
は
運
動
時
間
の
影
響
を
強
く
受
け
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
身
体
の
諸
機
能
は
、
幼

児
期
か
ら
高
校
生
に
か
け
て
著
し
く
発
達

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
時
性
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
体
力
は
発
育
と
と
も
に

そ
れ
な
り
に
向
上
し
ま
す
が
、
運
動
能
力

は
意
図
的
な
身
体
活
動
の
体
験
を
し
な
け

れ
ば
身
に
つ
か
な
い
と
い
う
点
で
す
。
子

ど
も
期
に
お
け
る
外
遊
び
の
減
少
や
生
活

活
動
の
絶
対
的
不
足
は
、
運
動
能
力
の
低

下
の
み
な
ら
ず
、
健
康
的
に
生
き
る
総
合

的
な
体
力
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
人

生
で
最
も
重
要
な
「
心
身
の
成
長
の
黄
金

時
期
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
）」
に
、
身

体
を
動
か
す
こ
と
の
意
義
を
し
っ
か
り
と

認
識
し
、「
生
き
る
力
」
を
養
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
防
衛
体
力
（
健
康
関
連
体
力
）」
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
行
動
体
力
を
高
め
る
こ
と

は
運
動
能
力
の
向
上
に
直
結
し
、
健
康
を

保
ち
調
節
す
る
力
に
も
大
き
く
作
用
し
ま
す
。

　

左
図
は
、
動
作
・
粘
り
強
さ
・
力
強
さ

と
い
っ
た
運
動
能
力
の
習
得
の
時
期
に
つ

い
て
表
し
た
も
の
で
す
。
考
案
し
た
東
京

大
学
名
誉
教
授
の
宮
下
充
正
さ
ん
は
、
体

格
が
良
く
な
る
発
育
期
と
身
体
の
機
能
が

向
上
す
る
発
達
期
と
の
関
連
か
ら
、
神
経

系
期
、
呼
吸
・
循
環
器
系
期
、
骨
・
筋
系

期
に
区
分
し
、
各
期
で
の
適
正
な
運
動
刺

激
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
運
動

感
覚
や
リ
ズ
ム
感
を
つ
か
さ
ど
る
神
経
系

の
発
達
は
、
幼
児
期
か
ら
始
ま
り
、
お
よ

そ
８
歳
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
外
遊

び
な
ど
で
得
ら
れ
る
多
様
な
刺
激
が
、
脳

内
の
神
経
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
、
神
経
回

路
網
を
発
達
さ
せ
ま
す
。
一
度
結
ば
れ
た

　

体
力
は
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
源

で
あ
り
、
健
康
的
な
生
活
を
営
む
上
で
も
、

ま
た
物
事
に
取
り
組
む
意
欲
や
気
力
と

い
っ
た
精
神
面
の
充
実
に
も
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
健
全
な
成
長
を
支
え
、
よ
り

豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

体
力
は
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
大
半
は
、
お
お
よ
そ
２
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
間
に
段
階
的
に
育
ま
れ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
期
に
活
発

な
身
体
活
動
を
行
う
こ
と
は
、
発
育
・
発

達
に
伴
う
体
力
を
高
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
身
体
的

能
力
の
基
礎
を
培
い
、
病
気
か
ら
身
体
を

守
る
体
力
を
強
化
し
、
よ
り
健
康
な
状
態

を
創
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

体
力
は
、
大
き
く
身
体
的
要
素
と
精
神

的
要
素
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
、
身
体
的
要

素
は
「
行
動
体
力
（
運
動
関
連
体
力
）」
と

プロフィール

田中 弘之 さん

1955年生まれ。鳴門市在住。
鳴門教育大学大学院教授、附属学校部長。医学博士。
日本体力医学会評議員、日本運動生理学会評議員、
日本生理学会評議員、徳島県教育委員会子どもの体
力向上対策委員会委員長、徳島県体育協会理事・ス
ポーツ科学委員長などを務める。

見過ごすな！ゴ ールデンエイジ

   “生きる力”を養う
体力×コミュニケーション能力

子どもの体力づくりに詳しい田中教授に、子ども期における身体を動かすこと
の大切さについて話を伺いました。

身
体
を
動
か
す
こ
と
の
意
義
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て

年
間
発
達
量

5 1817161514131211109876 19（歳）

身長

粘り
強さ

動作の習得

力
強

さ

運動能力や体力はいつ発達するのか
図

7　広報あなん 2013.11



　
「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」
の
問
題
を
早

く
か
ら
取
り
上
げ
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き

た
日
本
小
児
科
医
会
は
、
平
成
16
年
２
月

に
「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
に
対
す

る
提
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
提
言

に
は
具
体
的
な
行
動
計
画
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
「
地
域
で
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
の
設
定
や
支
援
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
取
組
を
い
ち
早
く
取
り
入

れ
実
践
し
た
の
が
、
鳥
取
県
中
部
に
あ
る

温
泉
の
町
、
三
朝
町
で
す
。

　

平
成
16
年
９
月
、
町
内
の
保
育
園
・
小

中
学
校
が
連
携
し
、
毎
月
15
日
を
「
い
こ

い
の
日
」
に
設
定
し
て
ノ
ー
テ
レ
ビ
運
動

を
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
家
族

と
話
し
合
い
、「
家
族
コ
ー
ス
」「
親
子

コ
ー
ス
」「
自
分
コ
ー
ス
」
な
ど
、
複
数

の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
自
分
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
。
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
、

小
学
校
、
中
学
校
は
、
独
自
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ

て
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
19

年
12
月
に
は
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
の
町
」

宣
言
を
す
る
な
ど
、
町
を
あ
げ
て
の
取
組

に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
は
阿
南
市
で
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
長
生
小
学
校
で
は
、
平
成
22

年
か
ら
「
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。毎
月
１
日
と
15
日
を「
ノ
ー

ゲ
ー
ム
デ
ー
の
日
」
と
定
め
、
校
内
放
送

や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
で
児
童
に
周
知
し
、
保

護
者
に
は
メ
ー
ル
で
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
は
、「
そ
の
日
は

ゲ
ー
ム
を
使
わ
な
い
遊
び
が
で
き
て
い
ま

す
」「
家
族
団
ら
ん
の
時
間
も
増
え
て
い

ま
す
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
学
校
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

意
識
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
で
は
、
保
育
参
観
や

子
育
て
講
演
会
な
ど
で
保
護
者
に
親
子

の
「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
を
紹
介
し
、
そ
の

大
切
さ
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
体
を
触
れ

合
っ
て
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
と
向
き
合
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
の

機
会
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
期
か
ら
一
貫
し
た

啓
発
と
教
育
を
実
践

　

一
方
、
メ
デ
ィ
ア
接
触
の
低
年
齢
化
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
の

啓
発
が
大
切
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て

も
メ
デ
ィ
ア
が
身
近
な
存
在
に
な
っ
た
現

在
、
そ
れ
ら
に
視
線
を
奪
わ
れ
、
親
子
で

目
を
合
わ
し
た
り
語
り
か
け
た
り
す
る
時

間
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
親
子
で
心

を
通
わ
せ
楽
し
く
笑
う
時
間
を
過
ご
す
こ

と
で
、
子
ど
も
は
愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、

心
に
「
人
へ
の
信
頼
感
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
か
ら
離
れ
て
赤
ち
ゃ
ん
と
し
っ

か
り
向
き
合
う
こ
と
で
、
健
全
な
生
活
リ

ズ
ム
が
確
立
さ
れ
る
の
で
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、
妊
婦
か
ら
乳
幼
児
の
訪
問
・

相
談
・
健
診
な
ど
の
場
で
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
そ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
し
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
は
生
活
習
慣
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、「
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

は
２
時
間
以
内
」
や
「
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
」

な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
中
学
校
で

は
、携
帯
電
話
会
社
に
よ
る
「
携
帯
電
話
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
」
な
ど
、「
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」
を
実
践
し

て
い
る
ほ
か
、
阿
南
市
学
校
保
健
会
で
は

定
期
的
に
研
修
会
を
開
催
し
て
、
児
童
・

生
徒
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
乳
幼
児
期
か

ら
の
携
帯
電
話
依
存
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
し
て　

家
族
の
ふ
れ
あ
い
Ｏ
Ｎ
に
し
よ
う

三朝町の啓発ポスター

保健室前に掲示されたポスターで、今日がノーゲームデーであることを
確認する長生小学校の児童の皆さん。

ふれあい遊びを体験する親子（中野島保育所）

１
歳
児
相
談
で
は
「
２
歳
ま
で
は

テ
レ
ビ
を
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
自
身

の
自
覚
を
促
し
、
適
切
な
判
断
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
早
い
段
階
か
ら
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
始
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
情
報
活
用
能
力
の

育
成
や
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
は
、
将

来
、
子
ど
も
た
ち
が
親
に
な
っ
た
と
き
の

基
礎
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
問

題
を
社
会
全
体
で
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
、
地
域
の
関
わ
り
が
不
可
欠
で

す
。
魅
力
あ
る
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な

ど
の
活
動
を
地
域
で
展
開
し
、
子
ど
も
が

自
然
に
外
へ
出
て
い
く
よ
う
な
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

１
日
４
時
間
、
メ
デ
ィ
ア
と
付
き
合
う

と
す
る
と
、
起
き
て
い
る
時
間
の
約
４
分

の
１
、
つ
ま
り
20
歳
に
な
る
ま
で
５
年
間

は
現
実
世
界
を
体
験
す
る
機
会
を
失
う
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

を
養
う
大
切
な
時
間
を
失
わ
な
い
た
め
に

も
、
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
フ
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

ゲ
ー
ム
の
無
い
生
活
で

「
遊
び
」
の
楽
し
さ
を
実
感

　

今
年
９
月
、
羽
ノ
浦
公
民
館
で
「
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
通
学
合
宿
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
４
泊
５
日
の
日
程
で
公
民
館
に
寝

泊
ま
り
し
、
調
理
や
清
掃
、
入
浴
な
ど
の

日
常
生
活
を
共
同
で
体
験
し
な
が
ら
小
学

校
に
通
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
他
人
を

思
い
や
る
心
や
協
調
性
な
ど
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
13
年
前
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
羽
ノ
浦
、

岩
脇
の
両
小
学
校
か
ら
16
人
の
児
童
が
参

加
し
、
防
災
学
習
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
で
注
目
し
た
の
は
、
ゲ
ー
ム

や
マ
ン
ガ
の
持
ち
込
み
を
禁
止
し
て
い
る

点
で
す
。
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
子
ど
も

た
ち
は
宿
題
を
早
々
と
済
ま
せ
る
と
、
売

店
を
開
設
し
て
お
菓
子
を
販
売
し
た
り
、

夕
食
後
の
自
由
時
間
に
枕
投
げ
を
し
た
り

し
て
、
仮
想
空
間
で
は
な
い
本
物
の
触
れ

合
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
か
ら
離

れ
た
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
客
観
的
に
自

分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
子
ど
も

た
ち
は
、「
ゲ
ー
ム
が
な
く
て
も
楽
し
く

遊
べ
た
」「
ゲ
ー
ム
の
な
い
生
活
が
不
安

で
な
く
な
っ
た
」「
み
ん
な
と
一
緒
に
体

を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
、
お
も

し
ろ
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。
こ
の
現
実
世
界
で
の
楽

し
さ
の
「
気
づ
き
」
に
、
メ
デ
ィ
ア
依
存

に
な
ら
な
い
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
切
な
時
間
を

失
わ
な
い
た
め
に

　

テ
レ
ビ
を
は
じ
め
と
す
る
電
子
映
像
メ

デ
ィ
ア
は
、
今
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
便
利
で
身
近
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
や
み
く

も
に
メ
デ
ィ
ア
接
触
を
や
め
さ
せ
れ
ば
済

む
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
こ
ろ
に
、

メ
デ
ィ
ア
依
存
対
策
の
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
茶
の
間
に
テ
レ
ビ

が
あ
っ
た
世
代
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
メ

デ
ィ
ア
は
幼
い
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
き

た
生
活
環
境
の
一
部
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア

接
触
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
「
視

聴
統
制
」
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

メ
デ
ィ
ア
漬
け
の
生
活
を
放
置
し
て
、
そ

の
後
の
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ

と
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
私
た
ち
が
そ
の
対
策
と
し
て
考

え
る
べ
き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

も
は
親
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
子
ど
も
の
成
長
過

程
で
第
一
義
的
に
役
割
を
担
う
親
が
、
自

ら
の
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
フ
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
に
対

し
て
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
う
え
で
、
子
ど
も
と
話
し
合
い

な
が
ら
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
メ
デ
ィ
ア
と

上
手
な
関
わ
り
方
を
教
授
し
、
予
防
す
る

《
参
考
文
献
・
資
料
》

宮
西
照
夫　
「
ひ
き
こ
も
り
と
大
学
生
」
学
苑
社

樋
口　

進　
「
ネ
ッ
ト
依
存
症
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
本
」
講

談
社

岩
崎
正
人　
「
子
供
を
ゲ
ー
ム
依
存
症
か
ら
救
う
精
神
科
医
の

治
療
法
」
㈱
デ
ー
タ
ハ
ウ
ス

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア　
「
２
歳
ま
で
は
テ
レ
ビ

を
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」「
子
ど
も
が
危
な
い
！

～
〝
メ
デ
ィ
ア
漬
け
が
子
ど
も
を
蝕
む
〟
～
」

注
掲
載
し
た
写
真
と
メ
デ
ィ
ア
依
存
と
は
、
直
接
関
係

は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所
女

性
会
様
か
ら
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
夏
祭

り
大
作
戦
」
に
お
け
る
空
き
缶

リ
サ
イ
ク
ル
料
を
地
域
福
祉
事

業
活
動
資
金
と
し
て

●
金
一
封

那
賀
川
町　

二
反
田
芳
春
様
か

ら
社
会
福
祉
事
業
運
営
基
金
と

し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

～
あ
・
い
・
う
・
え
・
お
も
て
な
し
～

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成

助
成
対
象　
阿
南
市
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
風
し
ん
抗
体
が
陰
性
の

方
（
風
し
ん
抗
体
検
査
で
陰
性

だ
っ
た
方
「
妊
娠
初
期
時
に
行
う

検
査
も
含
む
」
で
、
そ
の
後
風
し

ん
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い

方
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
方
。

▼
妊
娠
を
希
望
、
ま
た
は
妊
娠
す

る
可
能
性
の
あ
る
女
性
の
方

▼
昭
和
39
年
４
月
２
日
～
平
成
２

年
４
月
１
日
生
の
男
性
の
方

助
成
額　
５
９
６
４
円

※
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足

に
よ
り
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
）
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種

費
用
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
額　
３
４
０
０
円
（
生

活
保
護
世
帯
は
無
料
）

接
種
期
間
（
申
請
期
間
）　
11
月

１
日
㈮
～
平
成
26
年
３
月
31
日
㈪

（
休
診
日
を
除
く
）

※
県
が
同
時
期
に
、
抗
体
検
査
を

無
料
で
実
施
し
ま
す
。

接
種
（
助
成
）
回
数　
１
回

助
成
を
受
け
る
に
は　
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
お
近
く
の
支
所
・
住

民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

時
は
、
風
し
ん
の
抗
体
が
陰
性
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
（
保
健

所
ま
た
は
医
療
機
関
が
発
行
す
る

証
明
書
、
妊
娠
初
期
時
の
抗
体
陰

性
が
わ
か
る
母
子
手
帳
）
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
、
証
明
で
き
る
も
の
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
に
よ
る

代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

予
診
票
の
受
け
取
り

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
の
場
合

は
、
そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請

の
場
合
は
、
後
日
、
本
人
宛
に
郵

送
し
ま
す
。

接
種　
市
内
の
委
託
医
療
機
関
で

予
約
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
佐
渡
島
は
わ
が
国
最
大
の
離
島
、

面
積
は
阿
南
市
の
約
３
倍
、
東
京

23
区
の
約
１
・
４
倍
、
人
口
は
、

６
万
１
３
２
５
人
。
平
成
16
年
に
、

そ
れ
ま
で
の
１
市
７
町
２
村
が
合

併
し
、
１
島
１
市
と
し
て
の
佐
渡

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
鎌
倉
時
代
に
は
順
徳
上
皇
、
日

蓮
上
人
、
室
町
時
代
に
は
能
楽
の

世
阿
弥
な
ど
多
く
の
文
化
人
が
流

さ
れ
、
こ
の
流
人
た
ち
が
も
た
ら

し
た
「
貴
族
文
化
」、
佐
渡
金
山

奉
行
所
な
ど
役
人
が
も
た
ら
し
た

「
武
家
文
化
」、
商
人
や
船
乗
り
が

も
た
ら
し
た
「
町
人
文
化
」
が
、

混
然
と
な
っ
た
独
特
の
文
化
圏
を

有
す
る
、
趣
深
い
島
で
す
。

　
驚
い
た
の
は
、
市
役
所
到
着
時

に
、
甲
斐
市
長
は
じ
め
、
職
員
総

出
で
歓
迎
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。
市
長
い
わ
く
、「
佐
渡
高
校

が
甲
子
園
初
出
場
の
際
、
直
前
合

宿
を
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
い
、
阿
南
市
民
の
方
々
に
大

変
温
か
い
歓
迎
と
お
世
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
思
え
ば
、

あ
　
あ
な
ん

い
　
い
い
と
こ

う
　
う
れ
し
い

え
　
え
が
お
で

お
　
お
も
て
な
し

　
10
月
に
開
か
れ
た
「
第
30
回
日

本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉

２
０
１
３
あ
な
ん
」
大
会
交
流
会

で
の
、
大
会
長
と
し
て
の
私
の
歓

迎
挨
拶
の
一
節
で
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
阿
南
市
の
歴
史

に
輝
か
し
い
１
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
、

素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
や
、
多
く
の
大
会
関

係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
10
月
初
旬
、
佐
渡
島
を
訪
れ
て

き
ま
し
た
。
環
境
省
で
初
代
の
佐

渡
自
然
保
護
官
と
し
て
、
ト
キ
の

野
生
復
帰
を
担
当
し
て
い
た
岩
浅

有
記
君
（
福
井
町
出
身
）
や
日
本

生
態
系
協
会
関
係
者
等
、
８
人
で

の
訪
問
で
し
た
。

　
２
泊
３
日
の
視
察
で
は
、
佐
渡

な
ら
で
は
の
、
お
も
て
な
し

4

4

4

4

4

の
心

あ
た
り
ま
え
の
お
出
迎
え
で
す
。」

と
一
言
。
自
治
体
同
士
の
友
情
の

発
芽
を
感
じ
ま
し
た
。
市
長
と
の

会
談
で
は
、
両
市
の
共
通
点
と
し

て
、
放
置
竹
林
解
決
に
向
け
た
タ

ケ
の
活
用
、
人
形
浄
瑠
璃
と
能
舞

台
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
々
、

今
後
具
体
的
な
交
流
、
連
携
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
を
め
ざ
す
ジ
オ
パ
ー

ク
、
世
界
文
化
遺
産
を
め
ざ
す
佐

渡
金
銀
山
、
自
然
と
ト
キ
が
共
生

す
る
日
本
初
の
世
界
農
業
遺
産
、

能
楽
を
中
心
に
す
る
芸
能
の
宝
庫

ｅ
ｔ
ｃ
。

　
佐
渡
島
（
サ
ド
ガ
シ
マ
）
で
は

な
く
三
度
が
島（
サ
ン
ド
ガ
シ
マ
）

と
い
わ
れ
、
三
度
以
上
訪
れ
れ
ば

本
当
の
佐
渡
を
感
じ
ら
れ
る
と
い

わ
れ
る
魅
力
溢
れ
る
離
島
で
し
た
。

　
最
後
に
、
先
月
は
、
私
の
体
調

不
良
に
よ
り
、
数
日
間
入
院
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
書
面
を
も
ち

ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

甲子園初出場を記念して
建設された佐渡高校室内
練習場。阿南市から贈呈
した横断幕の前で。
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成
人
式
の
ご
案
内

　

平
成
26
年
「
阿
南
市
成
人
式
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
開
式
（
受
付
：
午
後
零

時
30
分
～
）
※
式
終
了
後
、
記
念

撮
影
を
行
い
ま
す
。

場
所　
市
民
会
館

該
当
者　
平
成
５
年
４
月
２
日
～

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
①
阿
南
市
に
住
所
を

有
す
る
方
、
②
阿
南
市
出
身
で
出

席
を
希
望
さ
れ
る
方

ご
案
内　
①
の
方
に
は
案
内
状
を

郵
送
し
ま
す
。
②
の
方
は
、
お
手

数
で
す
が
、
11
月
29
日
㈮
ま
で
に

出
身
地
区
の
公
民
館
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
募
集
中
！

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

第
22
回

阿
南
市
活
竹
祭
出
演
者
募
集

日
時　

平
成
26
年
３
月
１
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
荒
天
時

は
３
月
２
日
㈰
に
順
延
）

場
所　
市
民
会
館
前
駐
車
場

募
集
団
体　
市
内
在
住
の
方
で
地

元
伝
統
芸
能
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
８
組
（
大
人
の
部

３
組
・
子
ど
も
の
部
５
組
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
出
演
者
を
決
定
し
ま
す
。

出
演
時
間　
１
組
10
分
以
内
（
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
時
間
を
含
ま
な
い
）

申
込
締
切
日　
11
月
15
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
商
工

観
光
労
政
課
内　

阿
南
市
活
竹
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ

出
場
チ
ー
ム・参
加
者
募
集

第
38
回
阿
南
駅
伝
大
会

日
時　
12
月
15
日
㈰　

午
前
９
時

15
分
開
会
式
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

部
門　
▼
一
般
の
部（
男
女
混
合
）

▼
女
子
の
部

参
加
資
格　
中
学
生
以
上
の
５
人

～
10
人
ま
で
の
チ
ー
ム
（
市
外
か

ら
の
出
場
者
歓
迎
）

コ
ー
ス　

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン

タ
ー
周
回
コ
ー
ス
：
総
距
離
14
・

８
㌔
（
全
５
区
間
）

距
離　
１
人
２
～
４
㌔

参
加
料　
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
５
日
㈫
～
12
月

２
日
㈪

第
42
回
阿
南
市

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

日
時　

平
成
26
年
１
月
26
日
㈰　

午
前
９
時
開
会
式
（
９
時
30
分
～

順
次
ス
タ
ー
ト
）

場
所　
Ｊ
パ
ワ
ー
＆
よ
ん
で
ん
Ｗ

ａ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

種
目　
①
小
学
４
・
５
・
６
年
生

の
部
：
女
子
１
・
７
㌔　

男
子
２
・

２
㌔
②
中
学
生
の
部
（
男
女
別
）

３
㌔
③
高
校
一
般
の
部（
男
女
別
）

３
㌔
④
壮
年
の
部
（
男
女
別
）
３

㌔定
員　
４
０
０
人
（
申
込
順
）

参
加
資
格　
小
学
４
年
生
以
上

参
加
料　
１
人
５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
の
方
は
無
料　

申
込
期
間　
11
月
11
日
㈪
～
12
月

20
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課（
☎
22

－

３
３
９
４
）

へ
市
税
お
よ
び
各
種
料
金
の

納
付
に
ご
協
力
を
！

　

本
市
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市

税
お
よ
び
各
種
料
金
の
収
入
未
済

額
の
早
期
解
消
、
負
担
の
公
平
性

を
図
り
、
累
積
滞
納
額
の
縮
減
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
日

程
で
全
庁
一
斉
徴
収
お
よ
び
口
座

振
替
の
推
進
を
行
い
ま
す
。
市
職

員
が
、
徴
収
等
の
た
め
に
訪
宅
し

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間　
11
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮

訪
宅
の
目
的　
市
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

市
営
住
宅
使
用
料
、
下
水
道
使
用

料
、
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
、

保
育
料
等
の
徴
収
お
よ
び
水
道
料

金
の
口
座
振
替
の
推
進

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

本
市
で
は
、
納
税
に
便
利
な
口

座
振
替
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
市
税
は
、
現

年
課
税
分
の
個
人
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
で
す
。

　

手
続
き
は
、
口
座
を
開
設
し
て

い
る
金
融
機
関
で
、
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
・
押
印
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
す
。
申
込
み
時
に
、

通
帳
お
よ
び
そ
の
届
出
印
、
納
税

義
務
者
の
印
鑑
、
納
税
通
知
書
を

金
融
機
関
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
月
15
日
ま
で
に
お
申

込
み
い
た
だ
い
た
方
は
翌
月
末
の

納
期
限
分
か
ら
、
毎
月
16
日
以
降

に
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
は

翌
々
月
末
の
納
期
限
分
か
ら
口
座

振
替
が
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
水
道
使
用
料
等
に

も
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
、
納
税
課
お
よ
び
取
扱
金
融
機

関
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
納
税
課
（
☎
22

－

１
７
９
２
）
へ

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
自
営
業
を
営
ん
で
お

り
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
納
付

忘
れ
の
月
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
納
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

年
内
に
納
め
れ
ば
今
年
分
の
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料

は
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
控
除
証
明
書
の
内
容
は
、
本

年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
と
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

こ
の
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
保
険
料
以
外
に
年
内
に

納
め
て
い
る
保
険
料
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
領
収
書
を
添
付
す

れ
ば
合
わ
せ
て
税
金
の
控
除
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
控
除
証

明
書
と
領
収
書
は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ
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阿
南
市
議
会
議
員

一
般
選
挙

投
票
日　
11
月
10
日
㈰
（
伊
島
投

票
所
は
９
日
㈯
）

投
票
時
間　
午
前
７
時
～
午
後
８

時
（
大
井
・
大
田
井
・
阿
瀬
比
・

新
野
西
・
福
井
上
分
・
蒲
生
田
・
後
・

椿
泊
は
午
後
７
時
ま
で
）

期
日
前
投
票

期
間　

11
月
４
日
㈪
～
９
日
㈯

（
伊
島
投
票
所
は
11
月
８
日
㈮
ま

で
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
☎
22

－

３
７
９
１
）

へ
あぶない !こんなに事故が

交 通
事 故

件 数
死 者
負 傷 者

212件（2,024）
1人（    7）
28人（292）

救 急 件 数
搬送人員

213件（2,488）
206人（2,374）

火 災
件 数
損 害 額

5件（  26）
441千円（34,095千円）

●阿南署管内平成25年９月分合計　カッコ内は１月からの累計

農
用
地
区
域
の
変
更

（
除
外・編
入
）

申
請
は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用

地
区
域
」
の
平
成
25
年
度
後
期
の

変
更
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
農
林
水
産

課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
書

類
等
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
11
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

提
出
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課
企
画
係（
☎
22

－

１
５
９
８
）

へ
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
、
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象　
次
の
２
種
類
に
対
す

る
助
成
が
あ
り
ま
す
。

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
産
業
の
掘

り
起
こ
し
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ふ

る
さ
と
振
興
課
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

12
月
25
日
㈬
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な

ど
詳
細
は
基
金
運
営
委
員
会
の
審

議
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ふ
る
さ
と
振
興

課
（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

短
期
講
座「
手
打
ち
そ
ば
」

受
講
者
募
集

日
時　
11
月
29
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
～
９
時

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
10
人

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
２
０
０
円
（
前
納
）

講
師　
山
根
拓
朗
さ
ん

持
っ
て
く
る
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル

申
込
締
切
日　
11
月
21
日
㈭

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間　

土
・
日
・

祝
を
除
く
午
後
１
時
～
８
時
）

き
て
、み
て
、ふ
れ
あ
い
祭

日
時　
11
月
１
日
㈮　

午
前
10
時

～
正
午

場
所　
適
応
指
導
教
室
「
ふ
れ
あ

い
学
級
」（
社
会
福
祉
会
館
４
階
）

内
容　
作
品
・
行
事
写
真
展
示
、

ふ
れ
あ
い
学
級
生
に
よ
る
発
表

（
琴
演
奏
、
作
文
）、
Ａ
Ｌ
Ｔ
シ
ョ

ー
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
民
謡
、
ミ
ニ

バ
ザ
ー
な
ど

駐
車
場　
ふ
れ
あ
い
学
級
駐
車
場
、

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
な

ど問
い
合
わ
せ
は　
適
応
指
導
教
室

「
ふ
れ
あ
い
学
級
」（
☎
22

－

１
２

５
０
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

困
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

警
察
で
は
、
犯
罪
か
ら
の
被
害

の
未
然
防
止
に
関
す
る
相
談
、
暮

ら
し
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
相

談
な
ど
に
24
時
間
対
応
し
て
い
ま

す
。

相
談
内
容　
▼
振
り
込
め
詐
欺
や

あ
や
し
い
も
う
け
話
に
関
す
る
相

談
▼
送
り
付
け
商
法
に
関
す
る
相

談
▼
男
女
間
ト
ラ
ブ
ル
（
Ｄ
Ｖ
、

ス
ト
ー
カ
ー
）
に
関
す
る
相
談
▼

家
庭
・
職
場
・
近
隣
で
の
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
相
談
な
ど

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
♯
９
１
１
０
）

ま
た
は
（
☎
０
８
８

－

６
５
３

－
９
１
１
０
）

　

阿
南
警
察
署
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

身
体
障
が
い
者
防
災
勉
強
会

日
時　
11
月
29
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

研

修
室
う
め

内
容　
市
防
災
対
策
課
職
員
に
よ

る
防
災
に
関
す
る
講
演
、
非
常
食

の
試
食
会

申
込
締
切
日　
11
月
15
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
内　

阿
南
市
身
体
障
害
者
連
合
会
（
☎

23

－

７
２
８
８
）
へ

青
空
市
感
謝
祭

日
時　
11
月
15
日
㈮　

午
前
６
時

～
11
時
（
雨
天
決
行
）

場
所　
市
民
会
館
駐
車
場

※
先
着
７
０
０
人
の
方
に
粗
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ
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ＦＭ徳島パーソナリティーの近藤公美さんが、阿南市民の横顔を紹介！
ラジオを聞いてリスナープレゼントを GET しよう！

11月のゲスト（予定）
 7日　羽ノ浦町商工会　主任経営指導員　樫原誠治さん
14日　阿南農業協同組合　経済部長　西野　明さん
21日　岡青年会　会長　湯浅正敏さん
28日　県南部菓子組合　岡澤孝浩さん

徳島県立佐那河内いきものふれあいの里ネイチャーセンター
専門研究員　松田春菜さん

問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日　16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組

GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

○第 4 回西日本生涯実年野球大会
　９日㈯　10:00～、10日㈰　9:00～
○野球観光ツアー
　16日㈯　10:00～16:30　 　ＲＢＣ （大阪府）

　一宮ＯＢ （愛知県）
　23日㈯　10:00～　

野洲市早朝野球連盟 　（滋賀県）
門真ＯＢボーイズ   　（大阪府）

　27日㈬　12：00～　阪神ロイヤルズ  （兵庫県）

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

11月の日程

　特定外来生物で毒を持つ「セアカゴケ
グモ」が市内で確認されました。発見し
たら、あわてずに次の対処をしてください。

・殺虫剤を散布するか、踏みつぶして処
分してください。

・発見場所と個体数を連絡してください。
連絡は、徳島県環境首都課自然環境室
（☎088ー621ー2262）へ。

＜もしも咬
か

まれたら＞
　傷口を水で洗い、皮膚科または内科を
受診してください。
　また、阿南保健所（☎28ー9870）で
も相談に応じています。

問い合わせは
環境保全課（☎22ー3413）または保健センター（☎22ー1590）へ

「セアカゴケグモ」にご注意ください

セアカゴケグモの見分け方

メスの体長は約0.7～1cmで、
全体が黒色で腹部の背面と腹
面に赤色の模様があります。
オスの体長は0.4～0.5cmで、
腹部の背面は灰白色をしてい
ます。メスは毒を持っていま
す。

日　　時　12月７日㈯　9:30～16:30（受付9：15）
集合場所　JR阿南駅
対　　象　20歳以上39歳以下の独身男女
定　　員　男性25人・女性25人　※申込順
参 加 費　男性4,000円　女性3,500円
内　　容　貸切列車で行く恋活列車の旅。車掌はキ
ャンパスボーイ。豪華昼食、カップリング投票あり。
阿南駅出発→牟岐駅→ホテル リビエラししくい

（昼食）→阿佐海岸鉄道→牟岐駅→阿南駅
募集期間　11月1日㈮～29日㈮　
申込方法　
住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入のうえ、
電子メールでお申し込みください。
e-mail　konkatsu@city.anan.tokushima.jp
※お申し込み後、3 日経過しても返信メールが届かない場
合は、お問い合わせください。

主　　催　徳島県南部総合県民局・阿南de愛隊
問い合わせは　阿南 de 愛隊事務局
（ふるさと振興課内☎22ー7404）へ

出発進行！恋活列車で行く
阿佐海岸鉄道の旅
～恋の乗車券　拝見いたします～

「
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉
２
０
１
３

あ
な
ん
」
で
は
、
さ
ら
な
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
権
・
男
女
参
画
課

「
第
12
回
全
国
歴
史
の
道
会
議
徳
島
県
大
会
」
は
、

今
後
の
遍
路
道
の
保
護
・
活
用
を
考
え
る
有
意
義

な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
振
興
課

全国大会のお礼

ネーミング
市内在住の方を対象に名前を募集したところ、
360点の応募があり、阿南市イメージアップ
キャラクター選考委員会において「あななん」
に決定しました。

プロフィール
いちばん最初に太陽が昇る、四国最東端の“光のまち阿南”に咲くひ
まわりから生まれた、花と光のたてがみを持った百獣の王ライオンの
ような不思議な生物。
豊かな自然の光と、人々が創りだす新しい光のエネルギーをたっぷり
浴びて、元気にのびのび育っています。

デザインの使用および着ぐるみの出張について
「あななん」のデザインを使用していただくことができます。使用を
希望される方は事前に申請をしてください。くわしくは、市ホームペー
ジをご覧いただくか、商工観光労政課へお問い合わせください。なお、
着ぐるみの出張については、日程調整等が必要ですので、事前にご相
談ください。

問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

阿南市イメージアップキャラクター

あななん 誕生しました
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●シリーズ

豆 知 識

地
震
発
生
の
し
く
み

⑷

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
は
、
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
等
の

時
間
的
余
裕
の
な
い
緊
急
情
報
を
、
人
工

衛
星
を
用
い
て
国
か
ら
送
信
し
、
市
の
防

災
行
政
無
線
等
を
自
動
起
動
さ
せ
、
放
送

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
瞬
時

に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
利
用
し
た
「
緊
急

地
震
速
報
」
の
情
報
伝
達
訓
練
が
、
次
の

日
程
で
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
と

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
緊
急
地
震
速
報
を
見

聞
き
し
た
際
、
慌
て
ず
に
身
を
守
る
行
動

を
し
て
い
た
だ
く
訓
練
で
す
。
各
家
庭
な

ど
で
も
、
地
震
が
起
っ
た
時
の
行
動
を
再

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
29
日
㈮
　
午
前
10
時
15
分
頃

ご
注
意
く
だ
さ
い
　
那
賀
川
町
と
羽
ノ
浦

町
は
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工

事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
放
送
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

携
帯
電
話
（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
）
で
は
放

送
・
配
信
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
気
象
・

地
震
活
動
の
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
防
災
対
策
課
（
☎
22
ー

９
１
９
１
）
へ

　
地
下
の
岩
盤
に
は
常
に
力
が
加
わ
っ
て

い
ま
す
。
岩
盤
が
力
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
と
き
、
岩
盤
に
ず
れ
（
断
層
）
が

生
じ
、
地
震
が
発
生
し
ま
す
。

　
岩
盤
に
力
が
加
わ
る
理
由
は
、
プ
レ
ー

ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
と
い
う
説
で
説
明
さ
れ

ま
す
。

　
地
球
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る
固
い
岩
盤

は
10
数
枚
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
プ
レ
ー
ト
と
呼
び

ま
す
。
プ
レ
ー
ト
は
ゆ
っ
く
り
動
い
て
い

て
、
互
い
の
プ
レ
ー
ト
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
、

す
れ
違
っ
た
り
、
片
方
の
プ
レ
ー
ト
が
も

う
一
方
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
ん
だ

り
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
プ
レ
ー
ト
の
境

界
付
近
に
は
強
い
力
が
加
わ
り
ま
す
。
こ

の
力
が
地
震
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
地
震
が

多
く
発
生
す
る
場
所
は
こ
の
プ
レ
ー
ト
境

界
付
近
で
す
。

　
日
本
周
辺
で
は
、
海
の
プ
レ
ー
ト
で
あ

る
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
が
、
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
方
へ
１
年

に
数
セ
ン
チ
の
速
度
で
動
い
て
お
り
、
陸

の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
ん
で
い
ま
す
。

（
図
１
）
日
本
周
辺
は
複
数
の
プ
レ
ー
ト

に
よ
り
複
雑
な
力
が
か
か
り
、
世
界
で
も

有
数
の
地
震
多
発
地
帯
で
す
。（
図
２
）

　
海
の
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
と
き
、
陸

の
プ
レ
ー
ト
を
地
下
へ
引
き
ず
り
込
み
ま

す
。
陸
の
プ
レ
ー
ト
が
引
き
ず
り
に
耐
え

ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
跳
ね
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
起
こ
る
の
が
プ
レ
ー
ト
境
界
地

震
で
す
。
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
に
は
、
関

東
地
震
（
１
９
２
３
年
）、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
（
２
０
１
１
年
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
近
い
将
来
発
生
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震

も
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
で
す
。
プ
レ
ー
ト
境

界
地
震
は
、
広
い
範
囲
の
岩
盤
が
破
壊
さ
れ

る
た
め
規
模
が
大
き
く
、
広
い
範
囲
で
大
き

い
被
害
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
海
底
に
変
動

が
生
じ
る
の
で
津
波
が
発
生
し
ま
す
。

　
プ
レ
ー
ト
内
部
に
力
が
加
わ
っ
て
発
生
す

る
地
震
が
、プ
レ
ー
ト
内
地
震
で
す
。プ
レ
ー

ト
内
地
震
に
は
、
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
内
の

地
震
と
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
内
部
で
発
生
す
る

地
震
（
内
陸
の
地
震
）
が
あ
り
ま
す
。

　
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
内
の
地
震
に
は
昭
和

三
陸
地
震
（
１
９
３
３
年
）、芸
予
地
震
（
２

０
０
１
年
）
な
ど
、
内
陸
の
地
震
に
は
兵
庫

県
南
部
地
震
（
１
９
９
５
年
）、
今
年
４
月

13
日
の
淡
路
島
付
近
の
地
震
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
内
陸
の
地
震
は
、
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震

に
比
べ
る
と
規
模
が
小
さ
い
も
の
が
多
い
で

す
が
、
人
の
住
ん
で
い
る
近
く
で
発
生
す
る

と
、
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

11
月
29
日
㈮

「
緊
急
地
震
速
報
」
の

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

図１

図２

徳
島
地
方
気
象
台
地
震
津
波
防
災
官
の

真
砂
礼
宏
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広報あなん 2013.11　14



平成24年度

水道事業
業務の概況

■貸借対照表	 （税抜）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 161億1,847万円 流 動 負 債 8,151万円

（有形固定資産） 161億1,744万円 営 業 未 払 金 3,730万円

土 地 3億2,864万円 営 業 外 未 払 金 　625万円

建 物 5億2,081万円 そ の 他 未 払 金 1,938万円

構 築 物 144億7,291万円 前 受 金 1,042万円

機 械 及 び 装 置 6億8,701万円 その他流動負債 816万円

車輌及び運搬具 429万円 資 本 金 105億440万円

工具器具及び備品 3,256万円 自 己 資 本 金 14億2,594万円

建 設 仮 勘 定 7,122万円 借 入 資 本 金 90億7,846万円

（無形固定資産） 103万円 剰 余 金 69億2,072万円

電話施設利用権 48万円 資 本 剰 余 金 57億1,484万円

ソフトウェア使用権 55万円 利 益 剰 余 金 12億588万円

流 動 資 産 13億8,816万円

現 金 預 金 10億4,531万円 負債・資本合計 175億663万円

営 業 未 収 金 2億8,236万円

営 業 外 未 収 金 32万円

そ の 他 未 収 金 591万円

貯 蔵 品 3,683万円

前 払 金 1,743万円

資 産 合 計 175億663万円

■収益と費用
（税抜）

■業務概況
給 水 戸 数 28,984（戸）

給 水 人 口 72,349（人）

年 間 有 収 水 量 9,691,589（㎥）

一 日 平 均 有 収 水 量 26,552（㎥）

一 般 用 有 収 水 量 8,259,856（㎥）

業 務 用 有 収 水 量 1,406,028（㎥）

湯 屋 用 有 収 水 量 12,359（㎥）

そ の 他 有 収 水 量 13,346（㎥）

収益費用

給水収益
12億391万円

その他　4,786万円

支払利息
２億3,665万円

減価償却費
５億2,590万円

受託工事収益
　4.907万円
加入金収益
　1,805万円

その他　5,294万円
純損失　565万円

総係費
1億1,706万円

原水及び浄水費　1億6,447万円
配水及び給水費　1億8,666万円
受託工事費　5,102万円

費用
13億2,962

万円

収益
13億2,397

 万円

　
平
成
24
年
度
も
引
き
続
き
水
道
事

業
の
使
命
で
あ
る
安
定
給
水
と
未
給

水
区
域
の
解
消
を
基
本
目
標
と
し
、

富
岡
地
区
で
は
、
現
在
施
工
中
の
公

共
下
水
道
事
業
と
連
携
し
、
老
朽
管

を
耐
震
管
（
Ｎ
Ｓ
管
）
に
更
新
し
ま

し
た
。
残
事
業
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
建
設
改
良
事
業
で
計
画
的
に
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
阿
南
市
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
つ

い
て
は
、
阿
南
市
水
道
施
設
耐
震
化

計
画
を
策
定
し
、
大
野
水
源
地
管

理
棟
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
、

富
岡
配
水
池
に
は
圧
力
調

整
弁
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
市
内
主
要
管
路

に
お
い
て
も
、
老

朽
配
水
管
の
布
設

替
工
事
を
順
次

実
施
し
、
災
害

等
に
強
い
水

道
の
ま
ち
づ

く
り
に
努

め
る
と
と

も
に
、
効

率
的
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
業
務
面
で
は
、
平
成
24
年
10
月

か
ら
、「
水
道
料
金
徴
収
等
業
務
」

を
民
間
業
者
に
業
務
委
託
し
、
収

納
率
の
向
上
に
努
め
て
お
り
、
今

後
も
、
さ
ら
に
徴
収
強
化
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
給

水
人
口
の
減
少
や
節
水
機
器
の
普

及
等
に
よ
り
水
需
要
が
伸
び
悩
む

な
か
で
、
老
朽
水
道
施
設
の
更
新
、

耐
震
化
や
災
害
等
の
危
機
管
理
へ

の
対
応
な
ど
、
水
道
の
抱
え
る
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
水
道
料
金
の
収
入
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
阿

南
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
老
朽
施
設
の
更
新
・
耐

震
化
等
、
施
設
の
再
構
築
事
業
を

年
次
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
水
道
部
業
務
課

（
☎
22
ー
０
５
８
７
）
へ

　
地
方
公
営
企
業
法
第
40
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
平
成
24
年
度

阿
南
市
水
道
事
業
経
営
の
業
務
概
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

平
成
25
年
11
月
１
日
　
阿
南
市
長
　
岩
浅
　
嘉
仁

水
道
事
業
の
公
表
に
あ
た
っ
て
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ニュースオアシス

太龍寺道に遍路道の説明看板を設置
遍路道では初めて　

阿南市健康ゴルフコンペで
136人が腕前を競う

成年層の競技人口拡大をめざす
市バレーボール協会が大会を新設

市役所ってどんなところ？
中野島小３年生が社会見学で来庁

　10月14日、水井町西の太龍寺登り口付近に、国史跡
指定を受けた太龍寺周辺の遍路道を紹介した説明看板が
設置されました。文化財保護法に基づき、管理団体であ
る市が設置したもので、遍路道では初めてです。
　説明看板の大きさは、高さ 91㎝、幅 120㎝のプラス
チック製で、国史跡指定を受けた遍路道の概要や指定を
受けるまでの経緯、位置図などが紹介されています。設
置作業中に通りかかった藤田涼史さん（24歳・横浜市）
は、「道の特徴や地形、方角などがよくわかり参考にな
ります。」と見入っていました。水井町総代の横井知昭
さん（68歳）は、「四国初を誇りに思います。道に迷わず、
古道の景観を存分に楽しんでほしいです。」と話してい
ました。

　秋の風薫る９月23日、阿南カントリークラブで阿南
市制施行55周年を記念して「阿南市健康ゴルフコンペ」
が開催されました。市内外から136人のゴルファーが参
加し、日頃鍛えたゴルフの腕前を競い合い、親

しん

睦
ぼく

を深め
ました。
　競技はダブルペリア方式で行われ、徳島市の西原一朗
さん（54歳）が見事優勝しました。表彰式で岩浅市長
から優勝賞品を受け取った西原さんは、「阿南カントリー
クラブは10年前までよく通った思い出のあるコースで、
優勝できてうれしいです。昨年、体調を崩してからは大
会などに参加する機会が減っていました。これからは健
康維持のためにゴルフを楽しみたいと思っています。」
と、優勝の喜びを噛みしめていました。

　男性が気軽に参加できる大会を創設して、成年層の競
技人口拡大を図ろうと、10月１日、阿南市バレーボー
ル協会による「第１回ミックスバレーボール大会」が、
スポーツ総合センターで開催されました。大会には、９
チーム90人が参加。６人～９人でチームを作り、３グ
ループに分かれて熱戦を繰り広げました。リーグ戦を勝
ち抜いた３チームと、得失点差で選出された１チームの
４チームで決勝トーナメントを行い、「名球会」が那賀
高校卒業生でつくる「NKOG」に競り勝って初代王座に
輝きました。
　市バレーボール協会副会長の程野正士さん（68歳・
津乃峰町）は、「好評だったので、年に３回くらい実施
していきたいです。」と、意欲を見せていました。

　市役所の組織や仕事内容について調べようと、９月
30日、中野島小学校３年生26人が市役所を訪れ、社会
見学が行われました。
　市の職員から、市役所の仕事や組織などについて説明
を受けた後、本庁舎３階のベランダから新庁舎建設現場
を見学したり、市議会本会議場で議会の運営方法を学ん
だりしました。児童の皆さんは、メモをとったり質問を
したりして、熱心に耳を傾けていました。
　市役所にはお母さんと一緒に来たことがあるという川
越百々花さんは、「普段は見ることができない議場など
を見学することができ、勉強になりました。議場のいす
に座ったときはドキドキしました。」と笑顔で話してい
ました。

広報あなん 2013.11　16



ＪＡＸＡとの初めての連携授業
宇宙から見た地球の環境問題を考える

「ままブラス」　夢ホールで初舞台
迫力ある演奏で観客を魅了

榊神社秋祭で人形浄瑠璃を堪能阿南市発！カタツムリスイーツで
地域活性化と環境保全を図る

　市教育委員会とＪＡＸＡとの宇宙教育協定に基づく初
めての連携授業が、10月17日、新野中学校と富岡東中
学校で行われました。授業は、「宇宙からみた地球の環境」
をテーマに行われ、ＪＡＸＡの原田昌朋さんが、人工衛
星の観測データから、北極の氷が年々減っていることや
熱帯雨林が年間20万平方キロメートルも減り続けてい
ることが読み取れると説明。海水の温度変化などを観測
する赤外線カメラを人工衛星に搭載して、地球の環境保
全対策や資源保護などに役立てていることなどを紹介し
ました。新野中学校２年生の福島歓奈さんは、「宇宙や
環境のことに関心が持てました。地球温暖化が進まない
よう、無駄なエネルギーを使わない生活を心掛けたいで
す。」と話していました。

　県内のママさんでつくる「ままブラス」による初めて
の演奏会が９月29日、夢ホールで行われました。指揮・
ゲストにサックス奏者の榮村正吾さんを迎え、市内の合
唱団など総勢100人余りが出演する大舞台となりました。
　演奏会では、吹奏楽用にアレンジした「スダッチ・ゴー」
など全７曲が披露されました。永遠の名曲「アルメニア
ンダンスパート 1」では、ブランクを感じさせない迫力
ある演奏で観客を魅了し、会場からはアンコールが沸き
起こりました。
　参加を呼び掛けたＮＰＯ法人夢ホール市民協議会夢つく
りあなんの新田恭子さん（47歳・長生町）は、「学生時代
に戻った気分で吹奏楽を楽しめたのでは。これからも続け、
文化レベルの向上につなげたいです。」と話していました。

　10月12日、山口町の榊神社秋祭で人形浄瑠璃公演が
行われました。地域の人々に古くから伝わる三番叟に関心
を持ってもらおうと企画され、山口座木偶頭保存会と人
形遣い勘緑さん率いる「木偶舎」の皆さんが出演。趣あ
る境内で、阿波の伝統芸能を堪能しました。
　舞台は、山口座木偶頭保存会による斬新でオリジナリ
ティーあふれる「式三番叟」でめでたく幕開けすると、
勘緑さんと木偶舎の皆さんが、情熱的で軽妙な人形さば
きで「傾城阿波の鳴門　巡礼歌の段」を披露し、会場か
ら大きな拍手が送られました。
　勘緑さんは、詰めかけた約300人を前に、「伝統芸能
の底辺拡大と人形浄瑠璃の再興に、皆さんも一緒になっ
て盛り上げていきましょう。」と呼びかけました。

　今年１月、阿南市水井町でカタツムリの新種「アナン
ムシオイガイ」が発見されたことを祝い、カタツムリを
モチーフにしたスイーツを販売して地域の活性化と環境
保護につなげようと、市内の和洋菓子店がロールケーキ
とシュークリームを試作しました。企画には、「アナン
ムシオイガイ」を発見した徳島県立佐那河内いきものふ
れあいの里ネイチャーセンター専門研究員の松田春菜さ
んをはじめ、もみじや、森行朝日堂、パティスリーマリエ、
つるや菓子舗、和洋生菓子・鶴家菓子舗の５店舗が参画。
持ち寄った試作品を試食し、販売価格や販売期間、ＰＲ
方法などについて話し合いました。商品は10月28日か
ら３カ月間限定で販売される予定で、売上金の一部は環
境保護活動に役立てられます。

販売期間
10/28
〜1/31
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あなんカルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

青
少
年
の
た
め
の

科
学
の
祭
典
徳
島
大
会
（
無
料
）

　

県
内
の
学
校
や
企
業
、
大
学
な
ど
か
ら
、

科
学
体
験
や
工
作
が
で
き
る
ブ
ー
ス
が
多
数

出
展
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
科

学
を
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

日
時　
11
月
30
日
㈯
、
12
月
１
日
㈰　

午
前

10
時
～
午
後
４
時

出
展
さ
れ
る
主
な
ブ
ー
ス

「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
を
作
ろ
う
」「
バ
タ
バ
タ

蝶ち
ょ
うを

作
ろ
う
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
顕
微
鏡

を
作
ろ
う
」「
エ
ア
ー
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」

「
望
遠
鏡
の
し
く
み
を
知
ろ
う
」「
冬
の
星
座

（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）」
な
ど
約
30
ブ
ー
ス
。

※
く
わ
し
く
は
、
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
・
日
曜
・
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
「
今
夜
の
星
空
と
ア
イ
ソ
ン
彗す

い

星せ
い

の

お
話
」

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

　アマチュアミュージシャンによるライブを開催！
クリスマスにちなんだ曲も披露します。
日時　12月８日㈰　13:30開演（開場13:00）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　無料
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	第16回　クリスマスライブ

　阿南市内原町出身の加藤松林人画伯が朝鮮半島
各地の美しい風景や民俗を描いた作品を展示しま
す。
日時　11月４日㈪～９日㈯　
　　　10:00～18:00（最終日は16:00まで）
開会セレモニーと記念講演
日時　11月４日㈪　10:00～
場所　とくぎんトモニプラザ（徳島県青少年センター）
入場料　無料
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	市制施行55周年記念事業	加藤松林人	展

　ヒット曲はもちろん、ジャズナンバーも披露！
八代亜紀の魅力満載のコンサートをお楽しみくだ
さい。
日時　平成26年３月23日㈰　	昼公演　13:00開演
	 夜公演　17:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　全席指定5,000円（当日5,500円）
チケット発売　11月17日㈰～
チケット販売場所　文化会館、平惣書店（阿南セ
ンター店、羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）、
フジグラン阿南店、アピカ	
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ　

■	八代亜紀ふれあいコンサート　チケット発売

■	しまじろうコンサート
　「おとぎのくにのだいぼうけん」		チケット発売
　参加型のコンサートを親子でお楽しみください。
日時　平成26年３月15日㈯	 １回目　10:30開演
	 ２回目　13:30開演
場所　市民会館
入場料　全席指定1,900円（３歳以上有料）
チケット発売　11月17日㈰～
チケット販売場所　市民会館、平惣書店（阿南セ
ンター店、羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）、
フジグラン阿南店、アピカ	
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ　

■	市制施行55周年記念企画
市民劇団ふるさと創作ミュージカル
『新開桜』	劇団員追加募集！
　牛岐城趾に400年以上咲き続け、阿南のさまざ
まな出来事を見守ってきた新開桜をテーマに、今
伝えたい命の大切さと尊さを語るミュージカルを、
平成26年５月に開催する予定です。10月に市民
劇団を結成し、11月からレッスンを開始するた
め、劇団員と舞台スタッフならびに演技指導や歌
唱指導、ダンスアシスタントの補助をしていただ
ける方を追加募集します。
　このミュージカルで次世代に命の大切さと尊さ
を伝え、ひとつのものをみんなの力で創り上げ、
連帯感と充実感を味わってみませんか！
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ
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し
か
し
、「
鳴
門
市
」
で
は
旧
鳴
門
町
が

町
の
中
心
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
は
困

る
と
の
地
域
根
性
丸
出
し
の
発
想
だ
っ
た
。

そ
れ
な
ら
新
市
の
中
心
で
あ
る
撫
養
町
の

名
を
市
名
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
撫
養
と

い
え
ば
四
国
の
門
戸
と
し
て
昔
か
ら
栄
え

た
港
町
で
、
そ
の
名
は
「
日
本
書
紀
」
に

も
牟
夜
と
し
て
出
て
く
る
。
し
か
し
、「
撫

養
市
」
で
は
他
の
三
町
が
納
得
し
な
い
。

そ
れ
で
「
鳴
南
市
」
と
な
っ
た
次
第
。

　

地
名
を
変
更
す
る
と
登
記
や
市
役
所
の

戸
籍
、
地
名
、
印
刷
物
さ
ら
に
封
筒
ま
で

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
役

所
だ
け
で
な
く
、
会
社
、
団
体
、
個
人
も

同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
費
用
は
お
そ
ら

く
億
単
位
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
わ
ず
か
三
カ

月
で
変
更
と
な
っ
た
。

　
「
鳴
南
市
」
命
名
に
当
た
っ
た
市
長
、

議
会
が
責
任
を
と
っ
た
話
は
聞
か
な
い
。

普
通
、
市
が
市
民
に
多
大
の
迷
惑
を
か
け

た
の
だ
か
ら
そ
れ
な
り
の
責
任
は
と
る
べ

き
だ
ろ
う
。

（
終
わ
り
）

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
92

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

海
部
ハ
ナ
の
生
地

　

本
誌
九
月
号
、
十
月
号
で
は
地
名
に
つ

い
て
書
い
た
。
読
者
か
ら
「
那
賀
川
の
流

れ
は
変
わ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
か
「
証
拠

を
挙
げ
て
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
納
得
が

い
っ
た
」
等
々
の
反
響
が
あ
っ
た
。
専
門

家
に
と
っ
て
は
常
識
で
も
一
般
の
人
に

と
っ
て
は
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。
今
回

も
地
名
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
書
こ
う
。

　

先
日
、
新
聞
に
海
部
ハ
ナ
の
記
事
が
大

き
く
載
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ハ
ナ
さ

ん
は
「
旧
中
野
島
村
横
見
」
出
身
と
書
い

て
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、「
中
野
島
村
史
」

に
も
そ
う
書
い
て
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
本

に
も
そ
う
書
い
て
あ
る
。
つ
ま
り
、「
孫

引
き
」
で
、
証
拠
調
べ
を
せ
ず
に
他
人
の

本
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
か
ら
こ
う
し
た

過
ち
を
繰
り
返
す
の
だ
。

　

筆
者
は
「
那
賀
川
町
史
」
を
監
修
し
た

が
、
そ
の
際
事
実
を
明
確
に
し
て
お
い
た
。

つ
ま
り
、
ハ
ナ
さ
ん
は
「
旧
中
野
島
村
」

出
身
で
な
く
「
旧
平
島
村
」
出
身
だ
。

　

地
域
の
事
情
に
う
と
い
人
は
、
那
賀
川

北
岸
を
那
賀
川
町
、
南
岸
を
阿
南
市
と
思

い
込
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
那
賀
川
南
岸
に
那
賀
川
町
大

京
原
、
中
島
分
が
あ
る
。
辰
巳
周
辺
も
そ

う
だ
。

　

ハ
ナ
さ
ん
の
生
家（
今
は
屋
敷
跡
の
み
）

の
前
に
用
水
が
流
れ
て
い
る
。
だ
い
た
い

用
水
を
境
に
し
て
南
部
が
横
見
町
長
岡
、

北
部
の
狭
い
地
が
那
賀
川
町
中
島
分
で
あ

る
。
屋
敷
跡
の
す
ぐ
東
に
狭
い
墓
地
が
あ

る
。
ハ
ナ
さ
ん
の
先
祖
の
墓
地
で
あ
る
。

　

さ
て
、
鳴
門
市
の
話
を
し
よ
う
。
鳴
門

市
は
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
三
月

に
誕
生
し
た
。
板
野
郡
の
撫
養
町
、
里
浦

町
、
鳴
門
町
、
瀬
戸
町
が
合
併
し
て
市
制

を
敷
い
た
。
そ
の
時
の
市
名
が「
鳴
南
市
」

で
あ
る
。
世
間
で
は
「
迷
難
市
」
と
い
っ

て
笑
い
も
の
に
し
た
。
さ
す
が
の
鳴
門
市

の
市
長
、
議
会
、
市
民
も
困
っ
て
し
ま
っ

た
。
わ
ず
か
三
カ
月
で
「
鳴
門
市
」
と
改

名
し
た
。

　

つ
い
で
に
書
け
ば
、
昭
和
三
十
年
に
大

津
村
、
三
十
一
年
に
北
灘
村
、
四
十
二
年

に
大
麻
町
と
合
併
し
た
。

　

鳴
門
の
渦
潮
は
世
界
的
に
有
名
で
あ
る
。

科
学
の
祭
典
記
念
講
演
会（
無
料
）

■
カ
ブ
ト
ム
シ
の
飼
い
方
・
育
て
方

日
時　
11
月
30
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

講
師　
昆
虫
研
究
家　

加
藤
雅
史
さ
ん

※
参
加
さ
れ
た
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に
、

も
れ
な
く
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
徳
島
の
石
こ
ろ
か
ら
見
る
地
球
進
化

日
時　
11
月
30
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
・
理
学
博

士　

柴
田
伊
廣
さ
ん

参
加
方
法　
開
始
時
間
ま
で
に
、
本
館
２
階

の
講
演
会
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
午
後
の
講
演
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
身

近
な
石
を
３
つ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ア
イ
ソ
ン
彗す

い
星せ

い
を
見
よ
う（
無
料
）

　

話
題
の
「
ア
イ
ソ
ン
彗
星
」
を
小
型
の
天

体
望
遠
鏡
で
観
察
し
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日
㈰　

午
前
11
時
～
正
午
、

午
後
２
時
～
３
時

参
加
方
法　
開
始
時
間
ま
で
に
、
天
文
館
２

階
の
観
望
デ
ッ
キ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

お
も
し
ろ
実
験
（
無
料
）

　

土
・
日
曜
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20

分
～
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

11
月
の
休
館
日　

５
日
㈫
、
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪

海　部　ハ　ナ
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す
ゞ
さ
ん
の
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、

み
ん
な
い
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
私
は
小
学
校
教
諭
と
い

う
職
業
柄
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

と
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
も
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
長
所
を
伸
ば
し
て
い
き

た
い
と
思
い
子
ど
も
た
ち
と
向
き

合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
親
に
な
っ

て
少
し
感
じ
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

勉
強
が
で
き
な
く
て
も
、
運
動
が

苦
手
で
も
、
先
生
に
い
つ
も
怒
ら

れ
て
い
て
も
、

や
っ
ぱ
り
ど
の

子
も
大
切
な
存

在
。
特
別
な
こ

と
が
で
き
な
く

て
も
い
い
、
そ

の
子
が
そ
の
子

で
い
る
だ
け
で
、

生
き
て
い
る
だ
け
で
ス
ペ
シ
ャ
ル

な
ん
だ
と
。

　
「
育
児
は
育
自
」。
自
分
を
こ
こ

ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝

し
な
が
ら
、
子
ど
も
と
と
も
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
仁
尾
和
子

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

小
熊　

節
子

野
放
主
に
の
び
た
る
松
を
切
り
揃
え
夜
明
け
間
近
か

に
雨
降
り
し
き
る

森　

マ
ス
ミ

遠
く
住
む
兄
弟
三
人
会
は
せ
た
ま
ふ
母
の
魂
法
要
の

席

山
西　

成
彬

子
ら
の
声
久
し
く
聞
か
ぬ
こ
の
里
に
レ
ン
ゲ
・
菜
の

花
・
タ
ン
ポ
ポ
の
咲
く

青
木
新
太
郎

七
桁
を
一
瞬
に
読
み
宙
を
飛
ば
す
賀
状
仕
分
け
の
ニ

ュ
ー
ス
も
瞬
時

米
田　

啓
子

招
か
ざ
る
黄
砂
Ｐ
Ｍ
２
・
５
負
け
じ
と
桜
今
盛
り
な

り

吉
永
賀
代
子

耳
底
に
残
る
言
葉
を
反
芻
し
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
は
来
た

道
映
す

和
泉　

正
信

や
は
ら
か
く
降
り
継
ぐ
雨
に
一
叢
の
芍
薬
も
赤
く
芽

立
ち
初
め
た
り

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

河
内　

順
子

大
地
よ
り
虫
の
音
の
わ
く
爆
心
地

　
「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」。
1
月
に
長
男
を
出
産

し
、
私
は
母
親
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
母
に
「
子
ど
も
は
授
か

る
ん
で
は
な
く
て
預
か
る
ん
よ
。

こ
れ
か
ら
社
会

に
返
し
て
い
け

る
よ
う
な
子
に

育
て
て
い
か
な

あ
か
ん
。」
と

言
わ
れ
、
初
め

て
母
親
と
し
て

の
責
任
を
感
じ

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
９
カ
月
。
初
め
て

の
育
児
で
毎
日
が
精
い
っ
ぱ
い
で

す
。
ほ
か
の
子
と
比
べ
て
し
ま
っ

た
り
、
些さ

細さ
い

な
こ
と
で
不
安
に
な

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
そ
ん
な
私
の
心
配
を
よ
そ

に
、
息
子
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ど

ん
ど
ん
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
に
金
子
み

田
村　

英
人

蝉
し
ぐ
れ
ち
ょ
っ
と
一
服
し
ま
せ
ん
か

加
藤　

和
子

傾
い
て
い
る
の
が
案
山
子
か
も
し
れ
ぬ

田
村
比
斗
志

新
涼
や
三
陸
久く

慈じ

の
海
女
在
所

田
口
惠
美
子

新
涼
に
夜
具
を
手
さ
ぐ
る
夜
明
か
な

佐
野
八
重
子

新
涼
や
山
合
い
透
け
て
風
通
る

野
田　

愛
子

乳
吞
み
児
の
泣
き
ま
ね
す
る
児
赤
ト
ン
ボ中

川
よ
し
子

満
月
や
鈴
ふ
る
巫
女
の
お
さ
な
顔

吉
崎　

晶
子

カ
ー
テ
ン
の
す
き
間
よ
り
入
る
月
明
り

宮
繁
た
だ
し

鈴
虫
を
母
に
預
け
て
登
校
す

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

酒
本　

敏
博

早
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阿南市立図書館だより
11月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

阿 南 図 書 館
9:00～18:00
土日は17:00まで

休 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 ★ 休

那賀川図書館
10:00～18:00 ◎ 休 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ☆ 休 休 ◎

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 休 ☆

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業）

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10：00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　９日㈯　8:30～10:00
　※雨天の場合は17日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  6日㈬ 椿　泊　漁　協　前※ 14:30～15:00
13日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
14日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

15日㈮ 長 生 公 民 館 前 11:00～11:30
　 上　中　分　館　前※ 14:30～15:00

21日㈭ 山 口 分 館 前 14:30～15:00
大 潟 分 館 前 15:30～16:00

巡回日 巡　回　場　所 時　間
22日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

28日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 　 団 　 地 　 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※印の巡回場所に変更がありますので、ご注意ください。
・なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

11 月の巡回日程

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00		

○阿南図書館
日　時　11月10日㈰　10：30～
場　所　阿南図書館３階
　　　　視聴覚室
演　目　大型紙芝居「ぐりとぐら」

大型絵本「ドライブにいこう」
ペープサート「５といったらさつまいも」
作りましょう遊びましょう !! しゅりけん
歌いましょう弾きましょうお琴をみんなで !!

○羽ノ浦図書館
日　時　11月９日㈯　14：00～
場　所　視聴覚室（情報文化センター３階）
演　目　大型絵本「いもほりバス」、「うがいライオン」

エプロンシアター「ブレーメンのおんがくたい」
手遊び「まつぼっくり」

あなん図書館まつり2013協賛

スペシャル
おはなし会のお知らせ

入場無料
申込不要
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。平成26年１月号の締め切りは11月29日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

　 　
阿南高専図書館の利用案内

阿南工業高等専門学校の図書館はどなたで
もご利用いただけます。
開館時間　平　日：  9:00～19:00
　　　　　土曜日：11:00～17:00
※春・夏・冬期休業期間中の平日は17:00
までで、土曜日は休館です。

場所　正門を入って一番奥の正面の建物
（２階）

※貸出カード作成時は、身分を証明するも
の（運転免許証等）が必要です。

※静かに落ち着いて学習できる自習スペー
スがあります。

※DVDの視聴ができます。所蔵検索や、
図書館カレンダーなどは、図書館ホーム
ページから見ることができます。

問 阿南工業高等専門学校図書館
　（☎23－7106）へ
http://www.anan.-nct.ac.jp/library/

　 　
薬草「三

み

島
しま

柴
さい

胡
こ

」栽培説明会

現在、徳島県内で中山間地域を含む農業所
得の確保と耕作放棄地の解消を目的に、薬
草栽培の取組が広がりを見せています。三
島柴胡は、多くの漢方薬に使用され、今後
ますます需要が拡大すると考えられていま
す。中山間地域での鳥獣被害の心配もほと
んどなく、製薬会社との契約栽培で価格が
安定することから、農家の新たな収入源と
して期待されています。
薬草に関心を持つ農家の方を対象に「薬草
栽培説明会」を開催します。多数ご参加く
ださい。
日時　11月11日㈪　10:00～12:00
場所　市役所3階　第2会議室
問 阿南市生薬生産組合みのりの森　
　 湯浅（☎090－8699－0123）へ

　 　第13回篠岡杯ソフトバレー大会
参加チーム募集

日時　12月８日㈰　9:00　開会式
場所　スポーツ総合センター
種目　レディース（30歳代、40歳代、50歳
以上、フリー）、ミックスブロンズ（男女30
歳代）、ミックスシルバー（男女40歳代）、ミ
ックスゴールド（男女50歳以上）、ミックス
フリー（男女年齢制限なし）の８種目
チーム構成　監督１人・選手８人以内
参加料　１チーム　3,000円
申込締切日　11月25日㈪
問 阿南市バレーボール協会
　 瀧本（☎090－7627－6984）または
　 辻（☎090－3184－3016）へ

「法教育授業」・「出張講座」
受講者募集

【法教育授業】
対象　小・中・高校生
内容　「約束について」「契約について」

「インターネット等による人権侵害
について」など

時間　45～60分程度
【出張講座】
対象　一般の方
内容　「土地の境界について」「相続につい

て」「成年後見制度について」など
時間　60分程度
※職員派遣についての費用は一切不要。
※できれば、参加者20人以上での申込み
をお願いします。
問 徳島地方法務局総務課
　（☎088－622－4318）へ
http://houmukyoku.moj.go.jp/tokushima

県立南部テクノスクール
職業訓練生募集

訓練科　介護初任者研修科２
内容　徳島県介護職員初任者研修課程
定員　15人（母子家庭の母等の１人含む）
訓錬期間　12月18日㈬～平成26年3月17
日㈪（日・祝日・年末年始は休校日）
訓練時間　9:30～16:10
場所　南部ライフサポートセンター
※駐車場はありません
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申込期間　11月22日㈮まで
申込み先　居住地を所管する公共職業安定

所へお申し込みください。
問 阿南公共職業安定所（☎ 22－2016）
または南部テクノスクール（☎26－0250）へ

くらしのサポーター募集中！

県から発信される消費者情報を周りの消費
者（家族、友人、近所や職場など）に広め
たり、周りの消費者の相談を県消費者情報
センターにつなぐなどのボランティア活動
をする18歳以上の方と団体を募集してい
ます。
問 徳島県消費者情報センター
　 石川・林（☎088－623－0612）へ
　（水曜日・祝日・年末年始を除く）
http://www.pref.tokushima.jp/shohi

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集

募集訓練科　テクニカルオペレーション科、
電気設備科、住宅リフォーム技術科
訓練期間　平成26年１月６日㈪～
　　　　　６月30日㈪
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし
ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　12月2日㈪まで
問 ポリテクセンター徳島
　（☎088－654－5102）へ

第12回
阿南商工会議所
青年部

クリスマス
パーティー
参加者募集

独身男女に出会いの場を提供し阿南市を活
性化させるお見合いパーティーです。
日時　12月８日㈰　13:30～17:00
場所　ザ・シャイニングオブレジェンダ
対象　阿南市内に定住する意志のある、

40歳以下の独身の方
定員　男性24人・女性24人（申込順）
申込締切日　11月29日㈮
参加費　男性2,000円・女性1,000円
※申込時にお支払ください。当日欠席して
も返金しません。
問 阿南商工会議所青年部事務局
　（☎22－2301）へ

手話サークルたけのこ
参加者募集

ろう者との交流で手話を身につけています。
いつでも見学できます。初心者歓迎！
【昼コース】	第1・3木曜日　13:30～15:00

羽ノ浦公民館
【夜コース】 毎週金曜日　19:30～21:00

ひまわり会館2階　21世紀室
活動内容　研修旅行、各種イベント参加
年会費　2,000円
問 ＮＰＯ法人つなぐ手たけのこ
　 中木（☎・FAX 24－9824）へ

　 　

合気道教室練習生募集

合気道を学びながら、日本武道の礼儀や心
を養ってみませんか。子どもたちの強く、優
しく、たくましい心と身体の育成を願って教
室を開いています。
稽古日時　毎週金曜日　19:00～20:00
場所　武道館（大潟町）
対象　5～15歳
受講料　月額2,000円
※別途、入会金2,000円が必要です。
問 合気道敷島塾阿南道場　
　 川越（☎49－4077）へ
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市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

　 　

まもなく名簿記載通知等を発送

裁判員候補者名簿に登録された方には、11
月中旬に名簿に登録されたことの通知（名
簿記載通知）および調査票をお送ります。く
わしくは、裁判員制度ウェブサイトをご覧く
ださい。裁判員制度にご理解、ご協力をお
願いします。
問 徳島地方裁判所事務局総務課
　（☎088－603－0111）へ
　 http://www.saibanin.courts.go.jp/

　 　

平成25年度 『阿工祭』 

日時　11月９日㈯　10:00～14:00
内容　各種展示・バザー・バンド演奏・
　　　模擬会社「鉄男」製作フラワース
　　　タンド等の販売など
【地域合同防災訓練】
日時　11月８日㈮　10:00～13:30
内容　起震車体験・炊き出し訓練など
※家具転倒防止金具（200セット）の無料
配布や、小川典子さんによるソプラノコン
サートもあります。
問 阿南工業高等学校（☎22－1408）へ

　 　

腰痛予防に真
まっ

向
こう

法
ほう

体操を！

【阿南真向会富岡教室】　富岡公民館
日時　毎月第２火曜日　  9:30～10:30
　　　　　　　　　　　18:00～19:00
　　　毎月第２水曜日　19:00～20:00
問 石澤（☎23－3310）へ
【阿南真向会見能林教室】　見能林公民館
日時　毎月第３火曜日　18:00～19:00
問 杉本（☎22－5140）へ
【阿南真向会憩教室】　富岡老人憩いの家
日時　毎週土曜日　9:30～11:00
問 西田（☎090－6289－3031）へ

　 　

阿南市フォークダンス（民踊）連盟

創立55周年記念民踊大会

創立15周年より5年ごとに開催している民
踊大会です。日本フォークダンス連盟徳島
県支部の協賛を得て約40曲の日本民踊を
ご覧いただけます。「日本の心のふるさ
と」として各地で伝承されてきた、素朴で
あたたかい日本の踊りをお楽しみください。
日時　12月１日㈰　10:30開演（無料）
場所　夢ホール（文化会館）
問 阿南市フォークダンス（民踊）連盟会長
　 𠮷田（☎44－2644）へ

　 　阿波南部シェアリングネイチャー
自然とあそぼう月例会

（11～12月） 

対象　小・中学生
（４歳以上の幼児は保護者同伴で参加可）

●親子で楽しむネイチャーゲームと講演
日時　11月10日㈰　10:00～12:00
場所　東部自然公園（雨天の場合はひまわ
り会館１階　健康ルーム）
講師　東京成徳大学教授　石崎一記さん
演題　「自然の中での遊びで育まれるもの」
申込締切日 11月4日㈪　参加費 1人100円

●畑のネイチャーゲーム
日時　12月８日㈰　10:00～12:00
場所　徳島市丈六町栗田グリーン丈六の近
くの畑（緑のネイチャーゲームの旗が目印）
申込締切日　12月４日㈬　
参加費　１人200円
問 阿波南部シェアリングネイチャー事務局
　 松田（☎080－5665－1567）へ

　 　

第18回
自然とふれあう健康ウオーク

日時　11月23日㈷　9:00～12:30
場所　スポーツ総合センター
内容　サンアリーナを起点に約4㌔のウオー
キング、宝探し（子ども対象）、抽選会（全員
に参加賞あり）
参加対象　市内在住の勤労者の方およびそ
の家族
※雨天時：室内でイベントのみ実施
※参加費無料
問 徳島南部ライフサポートセンター事務局
　（☎24－9501）へ

　 　

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　11月９日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、相続の手続き、成年後

見制度や後見人をたてることなどに
関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　（☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　（☎090－3787－0305）へ

　 　
行政書士による無料相談会 

許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。予約等は必要ありません。
直接会場にお越しください。
日時　11月16日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業関係、開発許可、

自動車運送関係等行政に係る許
認可手続き・相続等

問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　（☎42－3173）へ

　 　
若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　11月14日㈭、28日㈭ 13:00～17:00
場所　文化会館 1階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
　（☎088－602－0553）へ

　 　
国の教育ローン

融資額　300万円以内
　　　　（学生・生徒１人につき）
利率　年2.55％（母子家庭または世帯年

収（所得）200万円（122万円）以
内の方は年2.15％）

　　　※平成25年10月１日現在
返済期間　15年以内（母子家庭、交通遺

児家庭の方などは18年以内）
元金据置期間　在学期間内（在学期間内は
利息のみのご返済とすることができます。
元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
問 教育ローンコールセンター
　（☎0570－008656）または
　 日本政策金融公庫徳島支店国民生活事業
　（☎088－622－7271）へ
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市民の情報ひろば

11月の催し

光のまちステーションプラザ

■展示コーナー　　10:00 ～ 20:00

○阿南風景百選作品展示　 6日㈬～15日㈮
○手作り癒しアート展　　19日㈫～12月１日㈰
　※初日と最終日は開催時間が異なります。

■体験コーナー

○松ぼっくりを装飾してアロマの香り付け　
松ぼっくりをかわいく装飾して、アロマの香
りを付けてミニクリスマスツリーを作ります。
日時　17日㈰　13:00～15:00　　
参加　1,000円　　
定員　６人　　
持参物　ペットボトルのキャップ
申込締切日　11月15日㈮

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
を常時開催中！

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎ 24−3141）へ

●平成25年分　年末調整説明会
日時　11月21日㈭　10:00～12:00、13:30～15:30
場所　文化会館研修棟１階　視聴覚室
対象地域　阿南市
持参物　事前にお送りした「年末調整関係用紙」

●国税電子申告・納税システム（e‐Tax）
自宅や事務所などからインターネットを利用して、国税に関する手続き
を行うことができます。
ご利用いただける手続き

▼所得税、法人税、消費税、贈与税、酒税および印紙税の申告

▼全税目の納税

▼申請・届出等

問い合わせは　阿南税務署（☎22－0414）へ

●「税を考える週間」
期間　11月11日㈪～17日㈰
テーマ　「税の役割と税務署の仕事」
週間中の活動　

▼インターネットを活用した広報

▼講演会の実施

▼関係民間団体等との連携

▼小学生タックスセミナー

▼税に関する作文の表彰

▼税の作品展の開催

税務署からのお知らせ

※資料請求、手続きの要領、受験についての相談など
ご連絡をいただければくわしい内容を説明に伺います。

問い合わせは　富岡町内町164番地
自衛隊　徳島地方協力本部　阿南地域事務所
（☎22ー6981）へ

生 徒 の 待 遇
身　分 特別国家公務員（生徒）※自衛官ではありません

手当等 月額 94,900 円、年２回期末手当（６月、12月）
入学金および授業料等は必要ありません。

衣食住 全員が駐屯地で生活し宿舎は無料で、食事・制服
類・寝具については支給または貸与します。

休日等 週休２日制、祝日、夏季・年末年始休暇等

教育等

通信制高校（神奈川県立横浜修悠館高等学校）に
入学し、高等学校の普通科と同様の教育を受けます。
その他、専門教育として電子機械工学、情報工学、
防衛基礎学として防衛教養、戦闘・戦技訓練など
を学びます。

卒業後 生徒課程修了時に高等学校卒業資格を取得し、卒
業後、陸士長として任用、１年後３曹へ昇任

試　験　情　報
資　 格 中卒（見込含）17歳未満の男子

受付期間 平成26年１月10日㈮まで 受験料 無料

試験会場 松茂町　海上自衛隊基地

試　 験

１次試験：平成26年１月18日㈯　
　試験科目「国・社・数・理・英（マークシート）、作文」　
１次発表：平成26年１月27日㈪

２次試験：平26年２月１日㈯～４日㈫までの間の指
定する１日　

　試験種目「口述試験、身体検査」
合格発表：平成26年２月21日㈮　

そ の 他
試験会場までの送迎は、要望により広報官が行います。
高校の併願は可能です。推薦採用もありますのでくわ
しくはお問い合わせください。

つながる希望、ひらける将来！陸上自衛隊　高等工科学校
陸上自衛隊高等工科学校とは？
　将来、陸上自衛隊において、高機能化された装備品の整備・運用について中心となって活躍する専門技術者
を育成する学校です。その教育については、国際社会において自信を持って対応できる自衛官となる者を養成
することを目的に中学校卒業者等を対象に採用し、入校と同時に通信制高校（神奈川県立横浜修悠館高等学校）
に入学し、高等学校の普通科と同等の教育を受けつつ、規則正しい団体生活とスポーツ活動等を通じて「知・徳・
体」を兼ね備えた、バイタリティに富む生徒を育成します。
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日時　11月８日㈮　10:00～11:30
場所　ひまわり会館2階 ふれあいホール
講師　徳島大学 大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、健康手帳（無い

方は交付します）
問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室

検診日程　11月28日㈭　ひまわり会館
検診内容　胃がん・肺がん・前立腺がん・
肝炎ウイルス・大腸がん（※要予約、検診
当日以外は採便容器の提出はできませ
ん。）・歯周疾患検診
受付時間　9:00～10:00
検診日２週間前までに総合健診センター
（☎088－678－7128）へお申込みいた
だくと、問診票等が自宅に届きます。

婦人がん検診のご案内
検診日程　
11月14日㈭　★羽ノ浦公民館
　　 26日㈫　　ひまわり会館
　　 30日㈯　★那賀川社会福祉会館
検診内容　乳がん、骨粗しょう症検診
受付時間　　  9:00～10:00

★13:30～14:30
★印は子宮頸がん検診も実施。
※乳がん検診のみ予約が必要です。保健セ
ンターまでご連絡ください。

大腸がん検診を受けられる方へ
次の医療機関が追加されました。12月15
日㈰までが医療機関の有効期限ですので、
ぜひ受診してください。(診療時間内)
追加医療機関　瀧内科・外科医院
才見町屋那婆24－１（☎24－9133）

問 保健センター（☎22－1590）へ

集団検診のご案内

日時　11月12日㈫　
　　　14:00～15:30（受付13:30～）
場所　ひまわり会館２階 ふれあいホール
内容　第１部「大腸がん検診を受けよう」

講師　宮本病院診療医長　
　　　宮本英典さん

　　　第２部「野菜でがん予防」
講師　管理栄養士
　　　三野千恵子さん

※入場無料・申込み不要
問 保健センター（☎22－1590）へ

あなたを大腸がんから守る講演会

日時　11月28日㈭
　　　14:30～16:00（受付14：00～）
場所　ひまわり会館2階 ふれあいホール
内容　●基調講演　

「生活習慣病予防について」
講師　富永医院　富永俊彦さん

　　　●講話　
　　　・阿南東部高齢者お世話センター　
　　　　滝川道子さん
　　　・市介護・ながいき課　職員
　　　・市保健センター　職員
問 保健センター（☎22－1590）へ

介護予防事業講演会
「元気でいきいき暮らすために」
～知っとこう、介護保険～

対象　 ▼阿南市に住民登録のある65歳以
上の方 ▼60歳～65歳未満の方で心臓・腎
臓または、呼吸器の機能に自己の身辺の日
常生活が極度に制限される程度の障がいが
ある方および、ヒト免疫不全ウイルスによ
り免疫の機能に日常生活がほとんど不可能
な程度の障がいがある方
接種期間　
11月１日㈮～平成26年１月15日㈬
※休診日は除く
接種費用　1,800円
　　　　　（生活保護世帯の方は無料）
接種費用負担回数　１回
接種場所　阿南市内の委託医療機関
持参物　平成25年度がん検診等受診券お

よび65歳以上インフルエンザ予
防接種券

問 保健センター（☎22－1590）へ

高齢者インフルエンザ予防接種

対象　市内在住の40歳以上の方
定員　30人
内容　講義と調理実習
参加費　400円（調理実習費として）

●11月22日㈮　10:00～13:00
場所　ひまわり会館
申込締切日　11月12日㈫
●12月３日㈫　10:00～13:00
場所　那賀川社会福祉会館
申込締切日　11月25日㈪

問 保健センター（☎22－1590）へ

栄養講座
『野菜たっぷり！ヘルシーバランス食』

かもだ岬温泉保養センター

【11月の休館日】
5日㈫、11日㈪、18日㈪、

25日㈪　

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

健康いきいき情報

問 徳島県赤十字血液センター
（☎088－631－3200）へ

 献血にご協力ください（11 月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

１日㈮

阿 南 税 務 署 富 岡 町 9：30～11：00

原 田 病 院 富 岡 町 12：30～13：50

阿南生コンクリート工業㈱
（阿南ライオンズクラブ協賛） 宝 田 町 14：40～16：30

21日㈭ 阿 南 ア ピ カ 西路見町 10：15～12：30
14：00～16：30

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操
講話「おいしく楽しく食べましょう」
講師　栄養士
持参物　健康手帳（無い方は交付します）

達者でおろな健康教室

問 保健センター（☎22－1590）へ

11月の日程 場　所

  5日㈫
10:00~11:30 新 野 公 民 館

13:30~15:00 宝 田 公 民 館

  6日㈬ 10:00~11:30 中野島公民館上中分館

  8日㈮
10:00~11:30 桑野コミュニティセンター

13:30~15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

11日㈪
10:00~11:30 福井町総合センター

13:30~15:00 長 生 公 民 館

12日㈫ 10:00~11:30 中 林 ふれあい会館

13日㈬
10:00~11:30 那賀川社会福祉会館

13:30~15:00 加茂谷総合センター

25日㈪
10:00~11:30 大 野 老人憩いの家

13:30~15:00 橘 町 総合センター

26日㈫
10:00~11:30 椿 公 民 館

13:30~15:00 椿 泊 老人憩いの家

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ
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11月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  8日㈮　作って遊ぼう
12日㈫　コスモス畑で遊ぼう
15日㈮　「火事や地震の時どうすればいい

のか」10:15～　講師：防災啓発
指導員　中西康富さん

19日㈫　食物アレルギーのお話とクッキ
ング (※要予約 )　講師：管理栄
養士　佐々木さおりさん

26日㈫　お誕生会
  1日㈮・5日㈫・22日㈮・29日㈮

うたって遊ぼう

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

  5日㈫　乳幼児の食事と栄養についての
おはなし

12日㈫　さつまいものおやつを作ろう
19日㈫　おはなしのポケット
26日㈫　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

  5日㈫　おはなし たんぽぽさん　
読み聞かせ

12日㈫　作って遊ぼう
19日㈫　みんなで遊ぼう
26日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  5日㈫　みんなで遊ぼう
12日㈫　おはなしのポケット
19日㈫　子育て講座
26日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　  8日㈮　桑野公民館
　　　22日㈮　加茂谷公民館
　　　27日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
１日㈮、５日㈫、12日㈫、15日㈮、
19日㈫、26日㈫、29日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

従来のワクチンは、７種類の菌に効くもの
でしたが、新たなワクチンは６種類の成分
が追加され、13種類の菌に効くようにな
りました。今まで以上の予防効果が期待さ
れています。
●従来のワクチンで接種している途中の方
は、残りの回数は新しいワクチンで接種
してください。
●予診票の変更は必要ありません。お持ち
の物をお使いください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

11月は
「児童虐待防止推進月間」です

児童虐待を防ぐためには、家庭や学校、地
域が児童虐待に対して関心を持ち、理解を
深めることが重要です。
●相談する勇気が解決への第一歩です
自分の子育てが「虐待かもしれない」と感
じたら相談してください。
●虐待を発見したら
ちょっとした「目くばり」「気くばり」が
子どもを虐待から救います。「おや？」と
気になることがあれば迷わずご連絡くださ
い。通告者からの情報を親に伝えることは
ありません。たとえ、それが誤報であって
も罰せられることはありません。
問 こども相談室（☎22－1677）へ

“気づくのはあなたと
地域の心の目”

小児の肺炎球菌感染症予防接
種が11月から変わります！

11月

（※＝要予約）
  1日㈮　高齢者とのふれあい会※
  5日㈫　ミュージックケアー(乳児)※
  8日㈮　駐屯地見学会のため　休園
11日㈪　看護師による健康相談・

発育計測
14日㈭　アンパンマンバス遠足のため　

休園
18日㈪　発育計測
20日㈬　収穫祭※
21日㈭　ミュージックケアー(幼児)※
22日㈮　おはなしコロリン
27日㈬　お誕生会
29日㈮　クリスマス制作
問 那賀川子育て支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

●かずら工芸教室
　〜むぎ笛〜
クリスマスリース
作りを予定してい
ます。ファミサポ
の援助活動に興味
のある方や意欲のある方の参加をお待ちし
ています。
日時　11月７日㈭　9:30～12:00　
場所　社会福祉会館 5階（阿南駅南側）
定員　10人（先着順）
持参物　長めのエプロン
参加料　1,000円（材料代として）
※事前に予約が必要です。

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。阿南市に引っ
越ししてきて子育てに関する情報を知りた
い方、お友だちをつくりたい方はぜひご参
加ください。市の保健師による計測や相談
もあります。
日時　11月27日㈬　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階

●提供会員を募集しています
あなたも地域で子育ての応援をしませんか。
「子育てって楽しいな」と思えるまちにす
るため、あなたの力を貸してください。な
お、次の日程で講習会が開催されます。く
わしくはお問い合わせください。
日程　11月12日㈫～29日㈮　全９講座
場所　小松島みなと交流センターほか

問 阿南ファミリーサポートセンター
　（☎24－5550）へ

おひさまひろば 平日 9:00 ～ 16:00

阿南ファミリーサポートセンター

11月

子 育 て 一 言 メ モ

　子どもさんが大学生や社会人となり、
親元を離れ、子育てが終わった方からよ
くこんな話を聞きます。「子どもが小さ
いときは大変で、早く大きくならないか
と思っていたけれど、いざ手元を離れて
しまうと、こんなに寂しいものはない。
今思えば、子育てに奮闘していたあの頃
が、人生の華だったなあ」と。
　子育てには、苦労や悩みがつきもので
すが、同時にそれを上回る喜びや感動を
もたらしてくれます。考えてみてくださ
い。かけがえのない子どもの成長を、笑
いや涙を交えながら、ずっと間近で見る
ことができるのです。こんな幸せなこと
はありません。
　しかし、時に私たちはそのことを忘れ
てしまい、理不尽なことを押しつけてし
まったり、感情にまかせてしかってしま
ったりすることがあります。そんな時は、
深呼吸をして、遠く未来のことを考えて
みましょう。子どもが成長し、自分の元
を離れて暮らしていることを思い描いて
みましょう。今の幸せにきっと気づくこ
とでしょう。 学校教育課 

－子育てできる幸せ－

て ひ ろば育子
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日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

11月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ

●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

６日㈬、20日㈬　17：15～18：15　市役所本庁１階

　以前、娘とこんな会話をしたことがあります。「それ何のゲーム？」「犬を育てるゲーム」「おもしろい？」「うん」。少し違和感を覚えたものの、その時は深
く考えることをしませんでした。しかし、よくよく考えてみると、「犬と触れ合う」ことをゲームの中でしか体験できない娘の姿を見て、どこかかわいそうに
も思いました。自分が幼い頃に犬を飼っていただけになおさらです。皆さんにも、こんな経験はないでしょうか。「育児」は「育自」とよくいわれます。ここは
ひと肌ぬいで…。（山田）
　市内にはたくさんアサギマダラ愛好家の皆さんがいて、愛好家同士で飛来状況などの情報を交換することも多いそうです。「アサギマダラもう飛んできたん？」

「まだなんよ。そっちはどう？」こんな風に、アサギマダラを通して新しい縁がつながっていく。本当にすてきなことだなと思います。（相田）

編集室の

窓

11月の相談

11月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

■固定資産税（第４期）　　
■国民健康保険税（第６期）
　納期限は、12月2日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  24日㈰  8:30～17:00（市役所 1 階納税課）

法律相談（要予約） ７日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 12日㈫・26日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 22日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 13 日㈬
時 13:30～16:00　所 桑野公民館・羽ノ浦公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 20日㈬
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 子育て家庭教育支援チーム　☎42−3885

心配ごと相談 11日㈪・18日㈪・25日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 5・12・19・26日　時 13:00～17:00
日 8・22日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） ７日㈭
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※12月の相談日はありません。

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
　3日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22ー1313

　4日 宮本病院 羽ノ浦町  ☎44ー4343

10日 馬原医院 新 野 町  ☎36ー3339

17日 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町  ☎44ー1010

23日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22ー1313

24日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22ー1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

11月の休日・夜間診療

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設11月の休館日

サンアリーナ（温水プール） 5・11・18・25日

那賀川スポーツセンター 6・13・20・27日

羽ノ浦総合国民体育館 5・11・18・25日

羽ノ浦健康スポーツランド 5・11・18・25日

県南部総合運動公園 5・12・19・26日

人口と世帯数

人口　 76,937 人 （＋ 1）
（男） 37,102 人 （＋ 7）
（女） 39,835 人 （− 6）

世帯数　30,057世帯（＋38）
※平成25年９月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限

問い合わせは
下水道課（☎22－1796）へ

分割納付の第２期
12 月２日㈪
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秋
が
深
ま
り
、
木
の
葉
が
色
付
く
季
節
。
柔

ら
か
い
陽
が
差
す
明
神
山
の
山
道
を
歩
く
と
、

ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
優
雅
に
舞
う
蝶ち

ょ
うに

出
会
う
。

浅あ
さ

葱ぎ

色
の
美
し
い
羽
を
持
つ
「
ア
サ
ギ
マ
ダ

ラ
」。
春
に
は
南
か
ら
北
へ
、
秋
に
は
北
か
ら

南
へ
と
風
を
利
用
し
て
「
渡
り
」
を
す
る
、
日

本
で
唯
一
の
蝶
は
、
１
シ
ー
ズ
ン
に
東
北
か
ら

九
州
・
沖
縄
ま
で
の
間
を
移
動
す
る
。
そ
の
旅

路
は
、
と
き
に
１
０
０
０
㌔
以
上
に
及
ぶ
と
い

う
。

　

四
国
最
東
部
に
位
置
し
、
ア
ザ
ミ
な
ど
が
自

生
す
る
明
神
山
は
、
四
国
有
数
の
観
察
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
長
年
に
わ
た
り
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
の
観
察
を
し
て
い
る
の
が
撫
中
義
美
さ

ん
（
76
歳
・
椿
町
）
だ
。
毎
年
、
９
月
下
旬
に

な
る
と
、
妻
・
喜
代
美
さ
ん
と
と
も
に
明
神
山

へ
出
か
け
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
捕
獲
し
て
は
、

移
動
ル
ー
ト
な
ど
を
特
定
す
る
た
め
の
「
マ
ー

キ
ン
グ
」
を
行
っ
て
い
る
。「
こ
ん
な
小
さ
な

体
の
ど
こ
に
あ
れ
ほ
ど
の
距
離
を
移
動
す
る
力

が
あ
る
の
か
、
不
思
議
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。

何
年
経
っ
て
も
好
奇
心
は
尽
き
ま
せ
ん
」。

　

10
月
18
日
、
明
神
山
で
椿
小
学
校
全
校
児
童
に

よ
る
マ
ー
キ
ン
グ
遠
足
が
行
わ
れ
た
。
虫
取
り
網

を
持
っ
て
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
追
い
か
け
る
子
ど
も

た
ち
の
中
に
、
撫
中
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。
今
年

で
10
年
目
に
な
る
と
い
う
。「
ほ
か
で
は
な
か
な

か
見
ら
れ
な
い
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
と
触
れ
合
う
こ
と

で
、
自
然
の
豊
か
さ
を
再
発
見
し
、
生
き
物
を
大

切
に
す
る
心
を
養
っ
て
ほ
し
い
」
と
指
導
に
も
情

熱
を
注
ぐ
。
列
島
を
旅
す
る
蝶
に
出
会
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
そ
の
生
命
力
と
羽
の
美
し
さ
に
感
動

し
て
い
た
。

　

昨
年
、
撫
中
さ
ん
は
、
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、
か
も
だ
岬
温
泉
に
フ
ジ
バ
カ
マ

の
苗
を
寄
贈
し
た
。
進
入
路
沿
い
に
植
え
ら
れ
た

無
数
の
フ
ジ
バ
カ
マ
に
は
、
多
い
日
で
50
匹
を
超

え
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
飛
来
し
て
い
る
。「
わ
が

町
に
飛
ん
で
来
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
呼
び

寄
せ
た
の
だ
ろ
う
。
移
動
ル
ー
ト
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
謎
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
花
の
香
り
は
風
に
乗

り
、
海
を
越
え
、
山
を
越
え
、
南
方
を
め
ざ
す
浅

葱
色
た
ち
の
嗅
覚
に
届
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
さ
そ
う
だ
。

ぶらりまち紀行
阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
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■
発
行
／
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長
の

小
窓

な
ニ

ュ
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ス
を

い
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早
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阿
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
！
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w
w
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ホ
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広
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自宅の庭でフジバカマを栽培している撫中夫妻

明神山から喜界島へ移動したことが、羽にマーク
した捕獲日などから判明

温泉の進入路沿いに植えられたフジバカマ

児童とマーキングをする撫中さん

列
島
を
旅
す
る
蝶
が
飛
来
す
る
ま
ち
（
椿
町
）


